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？？
のの

どど

くく

？？

うう
なな
るる
のの

行行ここ
どど

若若
江江
西西
新新
町町
一一
にに
ああ
るる
若若
江江
保保
管管
所所
にに
はは
、、

撤撤
去去
ささ
れれ
たた
三三
千千
台台
もも
のの
自自
転転
車車
がが
、、

所所
狭狭
しし
とと
並並
んん
でで
いい
まま
すす
。。

なな
くく
なな
らら
なな
いい
放放
置置
自自
転転
車車
。。

いい
っっ
しし
ょょ
にに
考考
ええ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。

六六
・・
七七
面面
にに
続続
くく

古
紙
配
合
率
１００
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康
ががががががががががが

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
なななななななななななななななななななななな
ささささささささささささささささささささささ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
のののののののののののののののののののののの
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
がががががががががががががががががががががが

国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保
ののののののののののの
財財財財財財財財財財財
源源源源源源源源源源源
ををををををををををを
豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかか
ににににににににににに

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
のののののののののののののののののののののの
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財
源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源源
をををををををををををををををををををををを
豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
にににににににににににににににににににににに

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や

ケ
ガ
に
備
え
て
加
入
者
が
保
険

料
を
出
し
合
い
、
い
ざ
と
い
う

と
き
の
医
療
費
に
あ
て
、
加
入

者
の
負
担
を
軽
く
し
よ
う
と
い

う
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。
し

か
し
、医
療
費
は
年
々
増
加
し
、

国
保
の
財
政
を
圧
迫
し
て
運
営

を
難
し
く
し
て
い
ま
す
。

平
成
１７
年
度
の
一
人
当
た
り

の
診
療
費
は
、
三
十
万
三
千
十

五
円
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

医
療
費
が
増
え
る
お
も
な
理

由
は
、
医
学
・
医
療
技
術
の
進

歩
に
よ
る
医
療
費
の
高
額
化
や

生
活
習
慣
病
な
ど
の
長
期
治
療

が
必
要
な
慢
性
疾
患
の
増
加
、

高
齢
化
に
よ
る
医
療
機
関
へ
の

受
診
者
の
増
加
な
ど
で
す
。

医
療
費
を
大
切
に

病
名
で
み
る
と
、
高
血
圧
性

疾
患
、
糖
尿
病
、
脳
梗
塞
な
ど

生
活
習
慣
病
の
医
療
費
が
増
え

て
い
ま
す
。
医
療
費
を
有
効
に

使
う
た
め
に
も
、
日
々
の
生
活

に
お
い
て
次
の
こ
と
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▽
か
か
り
つ
け
医
を
も
つ

▽
重
複
受
診
を
避
け
る

▽
診

療
時
間
内
の
受
診
を
心
が
け
る

▽
栄
養
・
運
動
・
休
養
を
バ
ラ

ン
ス
よ
く
と
る

▽
定
期
的
に

健
診
を
受
け
る

国
保
で
は
、
被
保
険
者
の
健

康
で
い
き
い
き
し
た
生
活
を
め

ざ
し
、
生
活
習
慣
病
予
防
の
施

策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
す
ば
ら

し
い
人
生
を
送
る
と
と
も
に
、

医
療
費
の
適
正
化
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

健
康
優
良
家
庭
を
表
彰

国
保
に
加
入
し
て
い
る
世
帯

で
、
一
定
の
期
間
、
医
療
機
関

で
受
診
し
な
か
っ
た
世
帯
を
毎

年
「
健
康
優
良
家
庭
」
と
し
て

表
彰
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
次
の
と
お
り
、
百
六

世
帯
を
表
彰
し
、
記
念
品
を
贈

り
ま
し
た
。

▽
十
五
年
�
一
世
帯

▽
十

年
�
十
三
世
帯

▽
五
年
�
九

十
二
世
帯

国
保
保
養
施
設
の

ご
利
用
を

国
保
加
入
者
の
健
康
づ
く
り

を
応
援
す
る
た
め
、
大
阪
府
国

保
連
合
会
で
は
保
養
施
設
の
契

約
を
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
方
に
は
利
用
申
込
方

法
な
ど
を
記
載
し
た
「
保
養
所

の
ご
案
内
」を
送
り
ま
す
の
で
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

医
療
費
通
知
を
送
付

１１
月
末
ご
ろ
に
医
療
費
通
知

を
送
付
し
ま
す
。
今
回
は
平
成

１８
年
６
月
と
７
月
の
診
療
（
請

求
）
分
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

医
療
費
通
知
は
、
被
保
険
者

に
医
療
費
の
実
情
の
理
解
と
、

健
康
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
年
六
回
送
付
し

て
い
ま
す
。

保
険
証
を
持
た
ず
に

受
診
し
た
と
き
は

や
む
を
得
ず
保
険
証
を
提
示

せ
ず
に
受
診
し
、
医
療
費
を
全

額
自
己
負
担
し
た
と
き
は
、
申

請
に
よ
り
、
本
来
国
保
が
負
担

す
る
分
に
つ
い
て
療
養
費
の
給

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

療
養
費
の
申
請
に
は
、
医
療

機
関
に
よ
る
医
師
の
診
療
内
容

明
細
書
お
よ
び
領
収
書
が
必
要

で
す
。
海
外
で
受
診
し
た
と
き

も
国
保
給
付
の
対
象
と
な
り
ま

す
が
、
日
本
語
の
翻
訳
文
が
必

要
で
あ
る
な
ど
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
保
険
診
療
に
よ

る
計
算
を
し
ま
す
の
で
、
実
際

に
支
払
っ
た
額
よ
り
少
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
健
康
診
断
や
予
防
注

射
な
ど
病
気
と
み
な
さ
れ
な
い

も
の
は
、
全
額
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。
業
務
上
の
ケ
ガ
や
病

気
、
医
師
の
指
示
に
従
わ
な
い

と
き
や
、
け
ん
か
な
ど
患
者
自

身
の
責
任
に
よ
る
傷
病
、
故
意

に
よ
る
事
故
や
犯
罪
行
為
に
よ

る
ケ
ガ
な
ど
も
全
額
自
己
負
担

で
す
。◇

◇

◇
問
合
先

国
民
健
康
保
険

室
管
理
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
７
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

体
力
増
進
・
肥
満
予
防
・
ス
ト
レ

ス
解
消
に
つ
な
が
る
運
動
は
、
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
も
最
適
で
す

国
保
で
は
、
保
健
所
・
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
生
活

習
慣
病
予
防
の
施
策
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す

休
日
・
夜
間
・

出
張
納
付
相
談

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難

し
い
方
な
ど
の
納
付
相
談
は
、

国
保
保
険
料
課
で
常
時
行
っ
て

い
ま
す
が
、
次
の
日
程
で
休
日

・
夜
間
・
出
張
納
付
相
談
を
行

い
ま
す
。

な
お
、
相
談
時
に
は
保
険
料

決
定
通
知
書（
納
付
書
）な
ど
、

通
知
書
番
号
の
わ
か
る
も
の
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

【
休
日
納
付
相
談
】

◇
と
き

１１
月
２５
日
�
、
２６

日
�

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
と
こ
ろ

国
保
保
険
料
課

【
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

１１
月
２７
日
�
〜
１２

月
１
日
�

午
後
５
時
３０
分
〜

８
時◇

と
こ
ろ

国
保
保
険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
１１
月

３０
日
�
�
四
条
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

▽
１２
月
１
日
�
�

布
施
駅
前
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー☆

い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜
午

後
４
時

保
険
料
は
国
保
制
度
を
支
え

る
大
切
な
財
源
で
す
。
保
険
料

を
滞
納
す
る
と
み
な
さ
ん
の
医

療
費
の
支
払
い
に
支
障
を
き
た

す
ば
か
り
で
は
な
く
、
事
業
運

営
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
き

ち
ん
と
納
め
て
い
る
方
と
の
公

平
を
欠
く
こ
と
に
も
な
り
ま
す

の
で
、
未
納
の
保
険
料
は
す
み

や
か
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

国
民
健
康
保

険
室
保
険
料
課

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
６
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

「
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ

ら
お
か
」（
東
豊
浦
町
）
の
指

定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
要
項
の
配
布
期
間

１１
月
２０
日
�
〜
１２
月
１５
日
�

◇
募
集
期
間

１２
月
１８
日

�
〜
来
年
１
月
１９
日
�

☆
い
ず
れ
も
、
午
前
９
時

〜
午
後
５
時
３０
分
で
、
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

◇
応
募
方
法

簡
易
書
留

で
来
年
１
月
１９
日
�
午
後
５

時
３０
分
ま
で
に
受
領
必
着
と

な
る
よ
う
郵
送
ま
た
は
直
接

※
現
地
説
明
会
を
１１
月
２８

日
�
に
予
定
。
施
設
の
概
要

に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
要
項
配
布
・
応
募
・
問
合

先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役

所
労
働
雇
用
政
策
室

０
６

（
４
３
０
９
）３
１
７
８
、
�

０
６（
４
３
０
９
）３
８
４
６

９
月
に
募
集
し
た
学
校
規

模
適
正
化
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
多
数
の

意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

答
申
で
は
、
市
立
小
・
中

学
校
の
適
正
規
模
、
適
正
配

置
を
進
め
、
よ
り
良
い
教
育

環
境
と
効
果
的
な
学
校
教
育

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

現
在
、教
育
委
員
会
で
は
、

答
申
に
示
さ
れ
た
学
校
の
統

合
、分
離
、
新
設
、
通
学
区
域

の
変
更
に
か
か
る
関
係
地
域

で
説
明
会
を
開
き
、
同
時
に

意
見
も
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

方
針
の
決
定
の
際
に
は
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
を

参
考
に
す
る
と
と
も
に
、
実

施
の
際
に
は
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
教
育
的
配
慮
を
最
優
先

と
し
、
学
校
生
活
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
十
分
な
調

整
期
間
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
が
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
防
災
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
な
ど
を
有

し
、
歴
史
的
な
経
緯
や
地
域

と
の
深
い
結
び
つ
き
を
持
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と

も
関
係
す
る
地
域
の
方
々
と

十
分
な
協
議
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

◇
問
合
先

学
事
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２
７
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

３
８

４
月
か
ら
９
月
ま
で
に
使
わ

れ
た
市
長
交
際
費
は
、
表
の
と

お
り
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
公
開
し
て
い
ま
す
。

◇
閲
覧
時
間

午
前
９
時
〜

午
後
５
時
３０
分（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

◇
閲
覧
場
所

市
政
情
報
コ

ー
ナ
ー

◇
問
合
先

秘
書
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
０
０
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
７

市長交際費執行状況（平成１８年度上半期）
金額（円）

０

２５，０００

１４，４３５

４０，０００
７９，４３５

件数

０

４

１

４
９

項目
祝金、寸志、会
費など
敬弔費
見舞金、せん別、
謝礼など
賛助金など
合計

市長交際費を
公開しています

指
定
管
理
者
を
募
集

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か

納
付
が
困
難
な
方
は
相
談
を

―
国
保
保
険
料
―

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
め
ざ
し
て

学
校
規
模
適
正
化

（２）第８７１号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年１１月１５日
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１０
月
か
ら
新
し
い
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
り
、
利
用
に

は
、
障
害
程
度
区
分
の
認
定
に

よ
る
支
給
決
定
が
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

申
請
か
ら
支
給
決
定
ま
で
は
、

一
か
月
程
度
（
医
師
の
意
見
書

な
ど
の
状
況
に
よ
っ
て
は
そ
れ

以
上
）
か
か
り
ま
す
。
緊
急
な

ど
の
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ

り
、
区
分
認
定
の
決
定
前
に
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

場
合
は
、
十
割
負
担
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
障
害
程
度
区
分
が

認
定
さ
れ
た
後
、
区
分
認
定
に

よ
り
決
定
す
る
支
給
量
の
範
囲

内
で
利
用
さ
れ
た
サ
ー
ビ
ス
に

限
り
、
お
返
し
し
ま
す
の
で
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
本
人
負

担
分
を
除
く
額
を
給
付
費
と
し

て
支
給
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◇
問
合
先

▽
身
体
・
知
的

・
精
神
障
害
の
あ
る
方
�
障
害

者
支
援
室

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
８
３
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
５

▽
身
体
障

害
・
知
的
障
害
の
あ
る
方
�
東

・
中
・
西
福
祉
事
務
所
福
祉
係

（
▽
東
�
０
７
２
・
９
８
８
・

６
６
１
７
、
�
０
７
２
・
９

８
８
・
６
６
２
０

▽
中
�

０
７
２
・
９
６
０
・
９
２
７
５
、

�
０
７
２
・
９
６
０
・
９
２

７
８

▽
西
�
０
６
・
６
７

８
４
・
７
９
８
０
、
�
０
６
・

６
７
８
４
・
７
６
７
７
）

▽

精
神
障
害
の
あ
る
方
�
東
・
中

・
西
保
健
セ
ン
タ
ー
（
▽
東
�

０
７
２
・
９
８
２
・
２
６
０
３
、

�
０
７
２
・
９
８
６
・
２
１

３
５

▽
中
�
０
７
２
・
９
６

５
・
６
４
１
１
、
�
０
７
２
・

９
６
６
・
６
５
２
７

▽
西
�

０
６
・
６
７
８
８
・
０
０
８
５
、

�
０
６
・
６
７
８
８
・
２
９

１
６
）
、
健
康
づ
く
り
課

０
７
２
（
９
６
０
）
３
８
０
２
、

�
０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
９

障
害
者
医
療
証
と
、
ひ
と
り

親
家
庭
医
療
証
は
、
１１
月
１
日

か
ら
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
適
用
と
な
る
方
に

は
、
新
し
い
医
療
証
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
ま
だ
届
い
て
い

な
い
方
は
、
至
急
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
更
新
手
続
き
の
必
要

な
方
で
、
ま
だ
手
続
き
を
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、
医
療
証
を

送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。
至
急
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象

は
、
知
的
障
害
に
よ
る
障
害
者

医
療
受
給
者
や
、
遺
族
年
金
受

給
な
ど
の
要
件
に
よ
る
ひ
と
り

親
家
庭
受
給
者
で
す
。

な
お
、
古
い
医
療
証
は
窓
口

へ
直
接
ま
た
は
郵
送
な
ど
で
、

必
ず
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
の
と
き
は
、
必
ず
新
し

い
医
療
証
と
健
康
保
険
証
を
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は必

ず
届
出
を

▽
転
出
や
転
居
し
た
と
き

▽
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
、

ま
た
は
資
格
が
な
く
な
っ
た
と

き
▽
生
活
保
護
を
受
け
た
と
き

▽
死
亡
し
た
と
き

対
象
と
な
る
方
は申

請
を

対
象
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
項

目
に
該
当
す
る
方
で
す
。

【
障
害
者
医
療
】

国
民
健
康
保
険
、
ま
た
は
社

会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
６５
歳

未
満
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
（
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
方
は
除
く
）

▽
一
級
ま
た
は
二
級
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

▽
知
的
障
害
者
の
程
度
が
重
度

の
方

▽
知
的
障
害
の
程
度
が

中
度
で
身
体
障
害
者
手
帳
を
お

持
ち
の
方

な
お
、
所
得
制
限
は
扶
養
な

し
の
場
合
四
百
六
十
二
万
一
千

円
以
下
（
扶
養
人
数
一
人
に
つ

き
三
十
八
万
円
増
）
で
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

健

康
保
険
証
、
印
鑑
、
そ
の
他
必

要
書
類

【
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
】

国
民
健
康
保
険
、
ま
た
は
社

会
保
険
に
加
入
し
、
児
童
扶
養

手
当
・
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給

し
て
い
る
方
、
ま
た
そ
れ
に
準

ず
る
基
準
を
満
た
す
方
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
（
生
活
保

護
を
受
け
て
い
る
方
は
除
く
）

▽
１８
歳
に
達
し
た
年
度
末
ま

で
の
方

▽
前
記
の
方
を
監
護

し
て
い
る
父
ま
た
は
母

▽
前

記
の
方
を
養
育
し
て
い
る
方

な
お
、
所
得
制
限
は
扶
養
な

し
の
場
合
百
九
十
二
万
円
未
満

（
扶
養
人
数
一
人
に
つ
き
三
十

八
万
円
増
）
で
す
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

健

康
保
険
証
、
印
鑑
、
そ
の
他
必

要
書
類

一
部
負
担
金
を
償
還

月
二
千
五
百
円
超

現
在
、
乳
幼
児
・
ひ
と
り
親

家
庭
・
障
害
者
医
療
証
お
よ
び
、

一
部
負
担
金
相
当
額
等
一
部
助

成
証
明
書
を
お
持
ち
の
方
が
、

医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
、

一
日
に
五
百
円
ま
で
の
一
部
負

担
金
（
一
医
療
機
関
あ
た
り
月

二
回
ま
で
）
が
自
己
負
担
と
な

っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
受
診
者
一
人
の
一
部

負
担
金
が
一
か
月
あ
た
り
「
二

千
五
百
円
」を
超
え
た
場
合
は
、

超
え
た
額
を
償
還
し
ま
す
。
必

要
書
類
を
添
え
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

健

康
保
険
証
、
医
療
証
、
領
収
書

（
受
診
者
名
・
保
険
点
数
・
受

診
日
が
わ
か
る
も
の
）、通
帳
な

ど
振
込
先
口
座
が
わ
か
る
も
の

（
郵
便
局
を
除
く
）、
印
鑑

◇

◇

◇
申
請
先

医
療
助
成
課
、

各
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
の
更

新
手
続
き
と
新
規
申
請
は
、
医

療
助
成
課
で
の
み
の
受
付
と
な

り
ま
す
。

◇
問
合
先

医
療
助
成
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
６
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
０
５

し
尿
処
理
手
数
料
、
水
道

料
金
、
下
水
道
使
用
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
で
、
減
免

基
準
に
あ
て
は
ま
る
方
に
、

平
成
１９
年
度
の
納
付
額
の
一

部
を
減
免
し
ま
す
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

▽
１１

月
１７
日
�
�
も
も
の
広
場（
楠

根
）

▽
２０
日
�
、
２１
日
�

�
く
す
の
き
プ
ラ
ザ
（
若
江

岩
田
駅
前
）

▽
２４
日
�
、

２７
日
�
�
市
民
会
館
三
階
大

集
会
室

▽
２９
日
�
、
３０
日

�
�
旭
町
庁
舎
三
階
会
議
室

☆
い
ず
れ
も
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時

◇
対
象

生
活
保
護
世
帯
お

よ
び
所
得
基
準
額
以
下
の
世
帯

◇
減
免
額

▽
し
尿
処
理
手

数
料
�
普
通
便
槽
の
手
数
料
の

八
割

▽
水
道
料
金
�
基
本
料

金
の
半
額

▽
下
水
道
使
用
料

�
基
本
料
金

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

▽

減
免
の
対
象
世
帯
を
証
明
で
き

る
も
の
（
生
活
保
護
受
給
証
な

ど
）

▽
減
免
を
受
け
よ
う
と

す
る
各
料
金
の
領
収
書
（
水
量

の
お
知
ら
せ
で
も
可
）

▽
印

鑑
◇
問
合
先

▽
し
尿
処
理
手

数
料
�
環
境
整
備
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
０
２
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

１
７

▽
水
道
料
金
�
水
道

総
務
部
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
室

０
６
（
６
７
２
４
）
１
２

２
１
、
�
０
６（
６
７
２
１
）

２
３
７
４

▽
下
水
道
使
用

料
�
下
水
道
部
業
務
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

５
１
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
２
７

ほ
ん
し

は
ぐ
さ

あ
ら
も
と
り
ょ
う
し
き
じ

本
市
で
は
、蛇
草
・
荒
本
両
識
字

が
っ
き
ゅ
う

ち
ょ
う
え
い

た
い
へ
い

じ

り
ょ
う
ち
ゅ
う
が
っ

学
級
や
長
栄
・
太
平
寺
両

中
学

こ
う
や
か
ん
が
っ
き
ゅ
う

し
ゅ
が
ん

校
夜
間
学
級
、
曙
光
、
ウ
リ
ソ
ダ
ン
、

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
ほ
う
じ
ん
ひ
が
し
お
お
さ
か
に
ほ
ん
ご
き
ょ
う
し
つ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
大
阪
日
本
語
教
室
、

き
ょ
う
し
つ

お
お

か
た

よ
み
か
き
教
室
な
ど
で
多
く
の
方
が

も

じ

よ

か

ま
な

文
字
の
読
み
書
き
を
学
ん
で
い
ま
す
。

し
み
ん

し
き

そ
こ
で
市
民
の
み
な
さ
ん
に
「
識

じ

た
い

り
か
い

に
ん
し
き

ふ
か

字
」
に
対
す
る
理
解
と
認
識
を
深
め

が
っ
き
ゅ
う
せ
い

が
く
し
ゅ
う

て
い
た
だ
く
た
め
、学
級
生
の
学
習

せ
い
か

さ
く
ひ
ん

し
き
じ

の
成
果
で
あ
る
作
品
や
「
識
字
」
に

か
ん

て
ん
じ

し
き

関
す
る
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
す
る「
識

じ
て
ん

か
い
さ
い

字
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

ら
い
じ
ょ
う

も

じ

ぜ
ひ
ご
来
場
い
た
だ
き
、「
文
字
の

た
い
せ
つ

ひ
と

大
切
さ
」
を
か
み
し
め
、
一
つ
ひ
と

も

じ

こ

お
も

か
ん

つ
の
文
字
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。が

つ

に
ち
げ
つ

に
ち
す
い

◇
と
き

１１
月
２７
日
�
〜
２９
日
�

ご
ぜ
ん

じ

ご

ご

じ

に
ち

ご

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
２９
日
は
午

ご

じ

後
４
時
ま
で
）

し
や
く
し
ょ
い
っ
か
い
た
も
く
て
き

◇
と
こ
ろ

市
役
所
一
階
多
目
的

ホ
ー
ルな

い
よ
う

し
き
じ
け
い
は
つ

◇
内
容

▽
識
字
啓
発
パ
ネ
ル
の

て
ん
じ

が
っ
き
ゅ
う
せ
い

さ
く
ひ
ん

ぶ
ん
し
ゅ
う

展
示

▽
学
級
生
の
作
品
や
文
集

て
ん
じ

そ
う
だ
ん

な
ど
の
展
示

▽
よ
み
か
き
相
談
な

ど

と
い
あ
わ
せ
さ
き

し
ゃ
か
い
き
ょ
う
い
く

か

◇
問
合
先

社
会
教
育
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２
７
９
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
３
５

所得基準額

前々年中の世帯全員の
総所得合計額

１２５万円

１５８万円

１人増すごとに３３万円加算

世帯人員

１人

２人

３人以上

交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す

平成１９年度

減
免
申
請
と
納
付
相
談

し
尿
処
理
手
数
料
・
水
道

料
金
・
下
水
道
使
用
料

障害者医療�だいだい色
ひとり親家庭医療�もも色

よ か まな なか ま わ ひろ

読み書きを学ぶ仲間の輪を広げよう

しき じ てん

識 字 展

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
は

障
害
程
度
区
分
の
認
定
を

平成１８年１１月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８７１号（３）
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中
小
企
業
の
集
積
し
て
い
る

都
市
間
で
情
報
交
換
す
る
「
中

小
企
業
都
市
サ
ミ
ッ
ト
」
が
１０

月
１８
日
、
１９
日
に
長
野
県
岡
谷

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

に
つ
い
て
意
見
交
換
・
討
議
を

行
う
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
二
年
に

一
度
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
年

で
六
回
目
。
中
小
企
業
問
題
を

地
域
か
ら
発
信
す
る
有
意
義
な

会
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
ミ
ッ
ト
は
、本
市
の
ほ
か
、

岡
谷
市
、
埼
玉
県
川
口
市
、
東

京
都
墨
田
区
、
同
大
田
区
、
八

尾
市
、兵
庫
県
尼
崎
市
が
参
加
。

会
議
で
は
長
尾
市
長
が
「
工
場

跡
地
に
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
住

工
混
在
が
進
展
し
て
お
り
、
操

業
環
境
が
悪
化
し
て
い
る
。
操

業
確
保
に
む
け
企
業
誘
致
施
策

を
今
後
も
進
め
て
い
く
」
と
発

表
し
、
他
市
と
も
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

各
都
市
が
取
り
組
む
べ
き
中

小
企
業
施
策
の
指
針
「
操
業
環

境
の
維
持
・
確
保
」「
人
材
の
育

成
・
確
保
」「
国
際
化
戦
略
」「
企

業
間
・
産
学
官
連
携
の
推
進
」

の
四
つ
の
共
通
課
題
を
ま
と
め
、

国
へ
の
要
望
を
盛
り
込
ん
だ
共

同
宣
言
を
発
表
し
ま
し
た
。

「地域社会を元気にする中小企業群像～『元気
組』の創造に向けて」をテーマに各都市の首長
と商工会議所の会頭・会長が意見交換しました

東
大
阪
市
小
売
商
業
団
体
連

合
会
の
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム

付
き
商
品
券
「
と
く
と
く
ト
ラ

イ
券
」
が
、
市
内
三
十
二
か
所

の
特
設
販
売
所
（
左
表
）
で
、

１１
月
２４
日
�
か
ら
一
斉
に
発
売

さ
れ
ま
す
。

こ
の
商
品
券
は
、
一
枚
五
百

円
の
金
券
二
十
二
枚
セ
ッ
ト（
一

万
千
円
分
）
を
一
万
円
で
買
う

こ
と
が
で
き
、
普
通
に
買
い
物

を
す
る
よ
り
一
割
お
得
。
市
内

の
登
録
店
（
店
頭
に
ポ
ス
タ
ー

で
表
示
）
で
使
用
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
商
品
券
の
使
用
有
効

期
限
は
来
年
１
月
３１
日
�
で
す
。

【
移
動
販
売
所
】

発
売
日
初
日
に
、
移
動
販
売

所
を
開
設
し
ま
す
。

◇
と
き
・
と
こ
ろ

１１
月
２４

日
�

午
前
１１
時
〜
午
後
３
時

�
良
酒
百
貨
ビ
ー
ン
ズ
（
か
が

わ
酒
店
）、西
友
八
戸
ノ
里
店
前
、

小
若
江
商
店
街
ス
ー
パ
ー
サ
カ

エ
横
自
転
車
置
き
場
、
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
東
大
阪
店
、
サ
テ

ィ
鴻
池
店
前

※
商
品
券
取
扱
店
も
同
時
に

募
集
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く

は
、
ト
ラ
イ
券
事
務
局
（
０
６

・
６
７
８
８
・
３
２
９
０
）
ま

で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
販
売
所
な
ど
を
掲
載
し
た

１１
月
２４
日
の
新
聞
折
り
込
み
チ

ラ
シ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
先

商
業
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
７
６
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

市
内
企
業
の
優
れ
た
製
品
を

認
定
し
、
産
業
展
な
ど
で
広
く

Ｐ
Ｒ
す
る「
東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
」

に
、
次
の
四
製
品
が
新
た
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
認
定
製
品

�
ミ
ノ
ル
キ

ュ
ー
ブ（
ミ
ノ
ル
化
学
工
業
�
）

�
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ケ
ー
ス
、
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
百
�
開
封
の

Ｄ
Ｍ
�
全
日
本
Ｄ
Ｍ
大
賞
製
造

部
門
銅
賞
受
賞
�
）
な
ど
用
途

多
彩
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス

�
ノ
ン
セ
パ
�
（
大
和
化
成
商

事
�
）
�
市
販
の
タ
イ
ヤ
用
ラ

ベ
ル
に
使
用
さ
れ
る
離
形
紙
を

使
用
し
な
い
印
刷
用
オ
ー
バ
ー

ラ
ミ
フ
ィ
ル
ム
。
パ
ル
プ
不
使

用
の
地
球
に
優
し
い
商
品

�

エ
グ
ジ
モ
バ
イ
ラ
ー
Ｅ
Ｘ
シ
リ

ー
ズ
（
ナ
カ
タ
製
作
所
）
�
患

者
を
救
急
車
な
ど
か
ら
す
ば
や

く
搬
送
し
、
Ｃ
ア
ー
ム
撮
影
装

置
で
の
撮
影
を
可
能
に
し
た
画

期
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

�

か
け
丸（
ミ
タ
カ
）�
は
し
ご
、

脚
立
な
ど
に
ワ
ン
タ
ッ
チ
引
っ

掛
け
式
で
使
用
で
き
る
踏
み
板

◇

◇

東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
認
定
製
品

は
、
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
・
オ
ン
リ

ー
ワ
ン
・
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ（
高

付
加
価
値
）
製
品
を
基
準
に
審

査
し
て
お
り
、
市
内
製
造
企
業

四
十
九
社
九
十
六
製
品
が
認
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
東
大
阪
ブ
ラ
ン

ド
推
進
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp���w

w
w
.h
igas

h
iosakabran

d.jp

）に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

◇
問
合
先

モ
ノ
づ
く
り
支

援
室
内
東
大
阪
ブ
ラ
ン
ド
推
進

機
構
事
務
局

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
７
７
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

市
内
の
商
工
業
事
業
所
に

勤
務
す
る
優
良
従
業
員
を
表

彰
し
ま
す
。

あ
な
た
の
会
社
や
お
店
の

優
良
従
業
員
を
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
表
彰
式
は
来
年
の

２
月
中
旬
か
ら
下
旬
ご
ろ
に

行
い
ま
す
。

◇
表
彰
の
種
類
・
対
象

▽
優
良
特
別
永
年
勤
続
従
業

員
�
同
一
事
業
所
に
引
き
続

き
二
十
年
以
上
勤
務
し
、
勤

務
成
績
が
優
秀
で
他
の
模
範

と
な
る
方

▽
優
良
永
年
勤

続
従
業
員
�
同
一
事
業
所
に

引
き
続
き
十
年
以
上
勤
務
す

る
方
お
よ
び
五
年
以
上
勤
務

し
、
週
に
三
十
時
間
以
上
就

労
す
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
、

勤
務
成
績
が
優
秀
で
他
の
模

範
と
な
る
方

▽
優
良
青
年

従
業
員
�
同
一
事
業
所
に
三

年
以
上
勤
務
し
、
勤
務
成
績

が
優
秀
な
方（
満
２９
歳
以
下
）

※
勤
務
年
数
お
よ
び
年
齢

は
、
来
年
１
月
１
日
現
在
で

算
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
表
彰
の
対
象
除
外

▽

過
去
に
同
種
の
表
彰
を
受
け

た
方

▽
法
人
以
外
の
事
業

所
に
お
け
る
二
親
等
以
内
の

家
族
従
業
員

◇
推
薦
で
き
る
従
業
員
数

▽
五
十
人
未
満
の
事
業
所
�

各
四
人
以
内

▽
五
十
〜
百

九
十
九
人
の
事
業
所
�
各
五

人
以
内

▽
二
百
人
以
上
の

事
業
所
�
各
六
人
以
内

◇
推
薦
方
法

所
定
の
推

薦
調
書
に
必
要
事
項
を
書
い

て
、
１２
月
１５
日
�
ま
で
に
事

業
主
が
郵
送
ま
た
は
持
参

※
推
薦
調
書
は
、
労
働
雇

用
政
策
室
、
ユ
ト
リ
ー
ト
東

大
阪
、
東
大
阪
商
工
会
議
所

に
あ
り
ま
す
。

◇
申
込
・
問
合
先

〒
５７７

・
８
５
２
１
市
役
所
労
働
雇

用
政
策
室

０
６
（
４
３

０
９
）
３
１
７
８
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
４
６

「とくとくトライ券」の特設販売所

稲田商店街コミニュティーホールハローイナダ

東大阪市金岡商店会事務所

大�北本通商店街振興組合事務所

大�本通り商店街振興組合事務所

きらり商業棟西向い

フレッシュシンワ前

若江岩田忠霊塔前

じゃんぼ花園食鮮館前

わくわく茶屋前

マックスバリュー瓢�山店前

サンロード瓢�山情報プラザ前

マインサービスカウンター

瓢�山駅前せせらぎ広場

ジンジャモール商店街事務所

新鮮館ジェイエフ石切駅前店

新鮮館ジェイエフ石切

稲田地区

大�金岡地区

若江岩田地区

花園地区

瓢�山地区

石切地区

ブランドーリふせ４番街イベント広場

ブランドーリふせ３番街中央

ブランドーリふせ２番街中央

ブランドーリふせ１番街入口

フラワーロード本町イベント広場

布施本町通り中央キッズ前

スバルタウンＦＵＳＥ正面入口

ヴェル・ノール布施入口前

セガワールド布施南側赤テント前

ロンモール布施専門店街２階入口

広小路ふせスタンプ駐車場前

広小路東商店街中央

広小路南商店街中央

みやこ町商店会

小阪駅改札前

徳庵商連会事務所

布施地区

小阪地区

徳庵地区

��

��

��

新たに４製品を認定

東大阪ブランド

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

から発売�

��

１１月２４日

岡岡谷谷市市でで開開催催

モモノノづづくくりり企企業業がが活活躍躍すするる都都市市へへ
中中小小企企業業都都市市ササミミッットト

推
薦
し
て
く
だ
さ
い

優
良
従
業
員

（４）第８７１号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年１１月１５日
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自
然
い
っ
ぱ
い
の
山
道
コ
ー

ス
で
、
健
脚
を
競
い
ま
せ
ん

か
。◇

と
き

来
年
２
月
４
日
�

午
前
１０
時
３０
分
か
ら
（
雨
天
の

場
合
は
１８
日
�
に
延
期
）

◇
と
こ
ろ

枚
岡
公
園

◇
種
目
・
距
離

【
男
子
】

▽
一
般
Ａ（
三
十
歳
以
上
）、

一
般
Ｂ（
三
十
歳
未
満
）、
高
校

生
�
三
�
�
、
五
�
�

▽
中

学
校
二
・
三
年
生
�
三
�
�

▽
中
学
校
一
年
生
�
二
�
�

【
女
子
】

▽
一
般
Ａ（
三
十
歳
以
上
）、

一
般
Ｂ（
三
十
歳
未
満
）、
高
校

生
�
二
�
�
、
三
�
�

▽
中

学
生
�
二
�
�

◇

◇

※
一
人
一
種
目
と
し
、
各
種

目
一
位
か
ら
六
位
ま
で
の
方
に

賞
状
と
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

を
進
呈
し
ま
す
。

◇
費
用

▽
一
般
、
高
校
生

�
千
五
百
円

▽
中
学
生
�
千

円

◇
申
込
方
法

申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
書
き
、
費
用
を
添

え
て
１２
月
１５
日
�
ま
で
に
直
接

※
郵
送
の
場
合
は
、
郵
便
為

替
ま
た
は
現
金
書
留
で
、
九
十

円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

（
住
所
・
氏
名
を
記
入
）
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
用
紙
配
布
場
所

青

少
年
ス
ポ
ー
ツ
室
、
東
大
阪
ア

リ
ー
ナ
、
東
体
育
館
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
・
問
合
先

〒
５７７
・

８
５
２
１
市
役
所
青
少
年
ス
ポ

ー
ツ
室
内
枚
岡
公
園
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
競
走
大
会
実
行
委
員

会

０
６
（
４
３
０
９
）
３
２

８
２
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
５

「
全
国
高
等
学
校
文
化
連
盟
賞
」

を
受
賞
し
た
市
立
日
新
高
等
学
校

吹
奏
楽
部
の
み
な
さ
ん 市

で
は
、
１１
月
３
日
の
「
文
化
の
日
」
に
ち

な
み
、
社
会
教
育
や
学
校
教
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
十
六
団
体
と
三
十
七

人
を
表
彰
し
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
団

体
・
個
人
は
次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

写
真
の
部
で
の
作
品
が
府

高
校
芸
術
文
化
連
盟
に
認

め
ら
れ
、
近
畿
高
校
総
合

文
化
祭
へ
の
出
展
を
決
め

た
宮
本
彩
さ
ん（
写
真
右
）

と
、
府
「
環
境
美
化
・
リ

サ
イ
ク
ル
社
会
推
進
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
西
原

那
緒
さ
ん

社
会
教
育
の
部

◇
団
体

▽
石
切
少
年
補
導

員
会

▽
石
切
東
少
年
補
導
員

会

▽
川
島
子
供
会

▽
日
本

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
大
阪
連
盟
東

大
阪
第
九
団
ス
カ
ウ
ト
育
成
会

▽
市
合
唱
連
盟

▽
市
詩
吟
連

盟

▽
市
長
堂
女
性
の
会

◇
個
人

▽
川
原
義
則
、
中

田
純
弘
、
中
西
宏
寿
、
林
哲
也

（
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
）

▽
石

坂
進
、
北
口
孝
二
、
瀧
本
祥
治
、

垂
水
利
博
、
村
上
廣
造
、
安
岡

眞
行
（
市
青
少
年
指
導
員
協
議

会
）

▽
香
川
晴
雄
、
金
星
三

代
子
、
野
澤
伸
太
郎
、
横
井
和

剛
、
吉
里
良
子
（
市
少
年
補
導

員
協
議
会
）

▽
松
風
嘉
弘
、

森
脇
豊
（
市
子
ど
も
会
育
成
連

絡
協
議
会
）

▽
長
輝
男
、
吉

田
勝
（
市
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
協

議
会
）

▽
大
橋
郁
子
（
市
ガ

ー
ル
ス
カ
ウ
ト
連
絡
協
議
会
）

▽
坂
本
幸
男
（
東
大
阪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）

▽
小

原
恭
一
、
西
嶌
隆
太
（
市
体
育

連
盟
）

▽
有
馬
智
信
、
日
下

和
彦
、
竹
中
親
彦
（
市
体
育
指

導
委
員
協
議
会
）

▽
谷
口
修

二
（
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

▽
中
浜
陽
道
、
森
雅
声
（
市
文

化
連
盟
）
▽
段
上
ア
ツ
エ（
市

地
域
婦
人
団
体
協
議
会
）

学
校
保
健
の
部

学
校
園
医
二
人
、
学
校
園
歯

科
医
三
人
の
方
々
で
す
。

児
童
生
徒
の
部

◇
団
体

市
立
日
新
高
等
学

校
吹
奏
楽
部

◇
個
人

▽
宮
本
彩
（
市
立

日
新
高
等
学
校
）

▽
西
原
那

緒
（
長
瀬
中
学
校
）

学
校
教
育
の
部

◇
団
体

▽
市
立
小
・
中
学

校
図
書
館
教
育
研
究
会

▽
市

立
幼
稚
園
教
育
研
究
会

学
校
園
の
部

▽
盾
津
東
中
学
校

▽
俊
徳

中
学
校

▽
高
井
田
西
小
学
校

▽
柏
田
小
学
校

▽
藤
戸
小
学

校

▽
孔
舎
衙
幼
稚
園

◇

◇

◇
問
合
先

教
育
委
員
会
総

務
課

０
６（
４
３
０
９
）３
２

６
５
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
６
６

東
大
阪
青
年
会
議
所
が
創

立
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、

地
域
学
習
用
教
材
と
し
て
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
郷
土
映
画

「
ナ
ノ
ハ
ナ
（
仮
題
）
」
を
制

作
し
ま
す
。

東
大
阪
の
郷
土
史
や
特
色

を
は
じ
め
、
故
司
馬
�
太
郎

氏
の
「
２１
世
紀
に
生
き
る
君

た
ち
へ
」
を
題
材
に
取
り
入

れ
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の

郷
土
愛
を
育
め
る
よ
う
な
内

容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
り
一
層
映
画
へ
の
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、
映

画
出
演
に
興
味
の
あ
る
小
学

生
と
大
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

◇
応
募
資
格
・
人
数

▽

市
内
在
住
の
小
学
校
五
、
六

年
生
�
二
、
三
十
人
程
度

▽
市
内
大
学
の
在
学
生
�
八

人
程
度

※
審
査
（
１２
月
１０
日
�
を

予
定
）
に
よ
り
、
決
定
し
ま

す
。◇

応
募
方
法

写
真
二
枚

（
全
身
・
上
半
身
）
を
同
封

し
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

１２
月
６
日
�
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送

※
小
学
生
の
応
募
は
、
保

護
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
撮
影
は
、
１２
月
下
旬
か

ら
来
年
４
月
上
旬
ま
で
の
土

・
日
曜
日
、
祝
日
、
冬
休
み
、

春
休
み
を
利
用
し
ま
す
。

◇
応
募
・
問
合
先

〒
５７７

・
０
８
０
９
永
和
二
―
八
―

二
八

東
大
阪
青
年
会
議
所

０
６（
６
７
２
２
）４
０
０
０
、

�
０
６
（
６
７
２
５
）
５
３

３
６◇

問
合
先

ま
ち
づ
く
り

支
援
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
３
５
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
２

夢
を
か
た
ち
に
展

８
月
か
ら
９
月
ま
で
の
創

作
講
座
受
講
生
が
制
作
し
た

油
絵
や
パ
ス
テ
ル
画
を
展
示

し
ま
す
。

◇
と
き

１１
月
２２
日
�
〜

２６
日
�

午
前
１０
時
〜
午
後

５
時
（
最
終
日
は
午
後
４
時

ま
で
）

創
作
講
座
受
講
生
を
募
集

来
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で

の
創
作
講
座
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

【
色
と
か
た
ち
の
創
作
教

室
】水

彩
画
か
ら
コ
ラ
ー
ジ
ュ

ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
方

法
を
学
び
ま
す
。

◇
と
き

来
年
１
月
１１
日

〜
３
月
１
日
の
毎
週
木
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
（
計
八
日

間
）◇

費
用

五
千
円

【
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
絵
画

教
室
】

人
物
、
静
物
な
ど
を
描
く

経
験
者
を
対
象
と
し
た
絵
画

教
室
で
す
。

◇
と
き

来
年
１
月
１３
日

〜
３
月
３
日
の
毎
週
土
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時
（
計
八
日

間
）◇

費
用

二
千
円

※
画
材
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
定
員

各
十
二
人
（
抽

選
）

◇
対
象

全
回
受
講
で
き

る
１８
歳
以
上
の
方

◇
申
込
方
法

「
夢
を
か

た
ち
に
展
」開
催
期
間
中
に
、

会
場
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
い
て
直
接

あ
ー
と
ｄ
ｅ
ト
ラ
イ
�

ガ
ラ
ス
絵
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

額
縁
の
ガ
ラ
ス
に
お
正
月

に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
（
干
支

な
ど
）
を
ア
ク
リ
ル
絵
の
具

で
描
き
ま
す
。

◇
と
き

１２
月
２４
日
�

午
後
１
時
〜
４
時

◇
対
象

４
歳
以
上
の
幼

児
〜
中
学
生

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。

◇
定
員

二
十
人（
抽
選
）

◇
費
用

五
百
円

※
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、

雑
巾
を
持
参
。

※
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
１２
月

１０
日
�
（
消
印
有
効
）
ま
で

に
郵
送

施
設
の
ご
利
用
を

◇
利
用
期
間

来
年
４
月

３
日
�
〜
８
月
５
日
�
（
特

別
展
示
開
催
期
間
中
を
除
く
）

◇
利
用
施
設

第
一
〜
三

展
示
室
、
和
室
、
茶
室
、
会

議
室※

会
議
室
の
み
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

◇
利
用
対
象

美
術
、
書

道
、
工
芸
、
文
学
、
茶
花
道
、

手
芸
な
ど
の
展
示
・
発
表
会

◇
申
込
方
法

１２
月
１
日

�
〜
７
日
�
の
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時（
４
日
	
は
休
館
）

に
直
接

※
複
数
の
申
込
み
が
あ
る

場
合
は
後
日
抽
選
。

※
申
込
締
切
後
に
空
き
施

設
が
あ
る
場
合
は
、
来
年
１

月
５
日
�
か
ら
受
付
（
申
込

先
着
順
）。

◇

◇

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合

先

〒
５７７
・
０
９
２
４
吉
田

六
―
七
―
二
二

市
民
美
術

セ
ン
タ
ー

０
７
２
（
９
６

４
）
１
３
１
３
、
�
０
７
２

（
９
６
４
）
１
５
９
６１０月に開催された

「秋季公募美術展」

日の化文

ア
ー
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

市
民
美
術
セ
ン
タ
ー

郷郷
土土
映映
画画

��
ナナ
ノノ
ハハ
ナナ（（
仮仮
題題
））��

出出
演演
者者
募募
集集

参
加
し
ま
せ
ん
か

枚
岡
公
園
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
走
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妙徳寺 

枚岡 
東小 

額
田
駅 

ス
ー
パ
ー 

額田駅自転車額田駅自転車 
駐車場駐車場 
額田駅自転車 
駐車場 

笑顔あふれる美しいまちへ

意
見

ア
イ
デ
ア

体
験
談

今
日
も
多
く
の
自
転
車
が
、
駅
前
を
埋
め
尽

く
し
て
い
ま
す
。

放
置
自
転
車
は
、
高
齢
者
、
視
覚
障
害
の
方

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
迷
惑
と
な
る
ば

か
り
か
、
撤
去
費
用
な
ど
に
多
く
の
税
金
が
使

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

「
み
ん
な
置
い
て
る
か
ら
い
い
や
ん
。
一
台

ぐ
ら
い
ど
う
っ
て
こ
と
な
い
や
ろ
」

あ
な
た
は
こ
ん
な
気
持
ち
で
放
置
し
て
い
ま

せ
ん
か
。

一
年
間
の
撤
去
台
数

約
四
万
台
！

昨
年
度
に
撤
去
し
た
放
置
自

転
車
は
、
そ
の
数
な
ん
と
三
万

九
千
三
百
四
十
三
台
。
一
日
に

約
百
八
台
も
の
自
転
車
が
撤
去

さ
れ
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
。

撤
去
・
保
管
な
ど
の
費
用

そ
の
額
約
一
億
円

四
万
台
弱
の
放
置
自
転
車
を

撤
去
す
る
た
め
、
年
に
千
回
を

超
え
る
現
場
作
業
や
、
撤
去
自

転
車
の
保
管
な
ど
に
、
年
間
約

一
億
円
も
の
費
用
が
必
要
で

す
。自

転
車
駐
車
場
の
利
用
を

現
在
、
市
内
の
ほ
と
ん
ど
の

駅
前
を
、
自
転
車
な
ど
の
放
置

禁
止
区
域
に
指
定
し
て
い
ま

す
。自

転
車
は
放
置
せ
ず
、
必
ず

自
転
車
駐
車
場
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

公
設
の
自
転
車
駐
車
場
は
、

現
在
六
十
五
か
所
あ
り
、
約
三

万
四
千
八
百
台
を
収
容
で
き
ま

す
。

撤
去
さ
れ
た
ら

必
ず
引
き
取
り
を

自
転
車
を
撤
去
さ
れ
て
も
、

「
新
し
く
買
い
か
え
た
」「
取
り

に
行
く
の
が
面
倒
」
な
ど
の
理

由
で
、撤
去
自
転
車
の
半
分
は
、

引
き
取
り
に
来
ら
れ
ま
せ
ん
。

自
転
車
な
ど
の
撤
去
お
よ
び

保
管
に
は
多
額
の
費
用
が
必
要

で
す
。
引
き
取
り
の
際
支
払
う

撤
去
保
管
料
は
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
放
置
し
た
人
が
負
担
す

る
も
の
で
す
。
放
置
を
し
た
方

は
、
持
ち
主
と
し
て
き
ち
ん
と

引
き
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

放
置
自
転
車
の
返
還

放
置
自
転
車
や
放
置
ミ
ニ
バ

イ
ク
は
、
次
の
保
管
所
に
置
い

て
い
ま
す
。

◇
保
管
場
所
・
撤
去
場
所

▽
布
施
保
管
所
�
布
施
駅
前（
撤

去
後
一
週
間
以
内
）

▽
鴻
池

保
管
所
�
徳
庵
、
鴻
池
新
田
駅

前
（
自
転
車
は
撤
去
後
一
週
間

以
内
・
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
若
江
保

管
所
）

▽
若
江
保
管
所
�
永

和
、小
阪
、八
戸
ノ
里
、若
江
岩

田
、
花
園
、
東
花
園
、
瓢
�
山
、

石
切
、
俊
徳
道
、
長
瀬
、
弥
刀

駅
前
と
、
布
施
・
鴻
池
保
管
所

で
一
週
間
を
経
過
し
た
も
の

▽
水
走
保
管
所
�
高
井
田
、
長

田
、荒
本
、吉
田
、新
石
切
駅
前

※
保
管
期
間
は
撤
去
し
た
日

か
ら
一
か
月
（
引
き
取
り
の
な

い
も
の
は
、
市
指
定
業
者
に
入

札
で
売
却
し
て
い
ま
す
）。

◇
返
還
日
時

月
曜
日
〜
金

曜
日
、毎
月
第
一
・
三
日
曜
日
、

毎
月
第
二
・
四
土
曜
日
の
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
３０
分

※
祝
日
、
１２
月
３０
日
〜
翌
年

１
月
４
日
を
除
く
。

◇
返
還
に
必
要
な
も
の

撤

去
保
管
料
、自
転
車
な
ど
の
鍵
、

引
取
り
人
の
印
鑑
、
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証
、

学
生
証
な
ど
）

◇
撤
去
保
管
料

▽
自
転
車

�
二
千
五
百
円

▽
ミ
ニ
バ
イ

ク
�
四
千
円

�
�
若
江
岩
田
駅
北
側
の
改
札
に
続

く
階
段
前
に
は
、
自
転
車
が
放
置
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
普
段
は
危
険
な

車
道
側
を
通
っ
て
階
段
に
向
か
っ
て
い

ま
す
。
踏
切
の
遮
断
機
が
下
り
て
い
る

と
き
に
は
、
車
と
人
の
複
雑
な
列
が
で

き
る
た
め
、
車
と
接
触
し
か
け
た
こ
と

が
何
度
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
行
っ
た
意
見
募
集
に
、
若

江
岩
田
駅
を
利
用
す
る
視
覚
障
害
者
の

和
田
伸
也
さ
ん
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
声

が
届
き
ま
し
た
。
視
覚
障
害
の
方
が
、

ま
ち
の
中
で
ど
れ
だ
け
危
険
な
思
い
を

さ
れ
て
い
る
の
か
を
直
接
聞
か
せ
て
い

た
だ
く
た
め
、
仕
事
帰
り
の
和
田
さ
ん

に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

待
ち
合
わ
せ
場
所
の
若
江
岩
田
駅
の

改
札
前
。
午
後
５
時
４０
分
、
足
早
に
歩

く
乗
降
客
の
中
に
、
白
い
杖
を
持
っ
た

和
田
さ
ん
の
姿
が
見
え
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
進
行
性
の
病
気
の
た
め
、

今
か
ら
九
年
前
、
大
学
三
年
生
の
２１
歳

の
こ
ろ
に
失
明
し
ま
し
た
。
現
在
、
最

寄
り
の
若
江
岩
田
駅
か
ら
、
職
場
の
点

字
図
書
館
が
あ
る
上
本
町
駅
ま
で
、
週

五
日
間
通
勤
し
て
い
ま
す
。

今
の
自
宅
に
住
み
始
め
て
十
一
年
に

な
る
た
め
、
駅
ま
で
の
障
害
物
（
車
止

め
の
ポ
ー
ル
な
ど
）
は
、
ほ
と
ん
ど
覚

え
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
和
田
さ

ん
で
も
悩
ま
さ
れ
て
い
る
の
が
、
放
置

自
転
車
で
す
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
お
ろ
か
歩
道
も
使

え
ず
、
車
道
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
状
に
、
和
田
さ
ん
は
「
駅
前
に
自

転
車
を
置
く
の
は
、
便
利
な
の
で
わ
か

る
ん
で
す
が
、
私
た
ち
に
と
っ
て
不
規

則
に
置
か
れ
る
放
置
自
転
車
は
、
毎
日

身
に
危
険
を
感
じ
る
も
の
な
ん
で
す
」

と
訴
え
ま
す
。

大
学
院
生
の
こ
ろ
に
点
字
サ
ー
ク
ル

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、活
動
的
な
和
田
さ

ん
は
、高
校
生
の
こ
ろ
は
ラ
ガ
ー
マ
ン
と

い
う
運
動
好
き
。今
年
４
月
に
は
マ
ラ
ソ

ン
を
は
じ
め
、長
居
公
園
や
京
都
の
鴨
川

沿
い
な
ど
で
、伴
走
者
と
週
に
一
度
は
走

っ
て
い
ま
す
。「
週
末
は
、
い
つ
も
よ
り

放
置
自
転
車
が
多
く
て
、歩
け
る
と
こ
ろ

を
探
し
て
い
る
う
ち
に
、杖
が
車
輪
に
引

っ
か
か
っ
て
転
倒
し
そ
う
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
。放
置
自
転
車
が
多
い
駅

前
を
歩
く
と
き
は
、や
は
り
神
経
を
使
う

の
で
、す
ご
く
疲
れ
て
し
ま
い
ま
す
」と
、

和
田
さ
ん
は
外
出
時
の
苦
悩
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

◇

◇

自
転
車
を
放
置
し
た
方
は
、お
そ
ら
く

だ
れ
か
を
困
ら
せ
る
つ
も
り
は
な
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
軽
い
気
持
ち
で
置

い
た
自
転
車
が
、だ
れ
か
の
行
く
手
を
は

ば
み
、身
に
危
険
を
感
じ
さ
せ
る
存
在
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。和
田
さ
ん
だ
け
で

な
く
、す
べ
て
の
人
が
気
持
ち
よ
く
出
か

け
ら
れ
る
よ
う
、自
転
車
の
利
用
者
に
は

責
任
を
も
っ
た
行
動
が
求
め
ら
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
ほ
ど
行
っ
た
「
放
置
自

転
車
で
困
っ
た
体
験
談
や
問
題

解
消
へ
の
意
見
・
ア
イ
デ
ア
の

募
集
」
に
、
１７
歳
か
ら
８６
歳
ま

で
多
く
の
方
か
ら
ご
応
募
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

市
で
は
、
今
回
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
な
ど
を
参
考
に
し
て
、

効
果
的
な
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

応
募
い
た
だ
い
た
意
見
を
、

ご
紹
介
す
る
と
�
�

自
転
車
駐
車
場
を
無
料
に
で

き
な
い
の
で
す
か
？
（
男
性
・

７２
歳
ほ
か
）

市
で
は
、
次
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、
自
転
車
駐
車
場
を
有
料

に
し
て
い
ま
す
。

�
自
転
車
駐
車
場
に
は
、
建

設
・
用
地
の
費
用
の
ほ
か
、
人

件
費
、
光
熱
費
な
ど
の
維
持
管

理
費
が
か
か
り
ま
す
。
利
用
料

を
無
料
に
し
、
全
額
税
金
か
ら

の
支
出
と
す
る
と
、
自
転
車
や

駅
を
利
用
し
な
い
方
に
も
負
担

を
強
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
応
分
の
受
益
者
負

担
と
し
て
利
用
者
か
ら
費
用
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

�
駅
が
近
い
、
ま
た
屋
根
が

あ
る
な
ど
、
便
利
な
駐
車
場
に

は
利
用
が
集
中
す
る
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
無
料
に
す
る
と
、
入

り
き
ら
な
い
自
転
車
が
周
辺
に

ま
で
あ
ふ
れ
、
奥
に
置
い
た
自

転
車
が
出
せ
な
い
と
い
う
事
態

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
駅
近
く
は
有
料
と

し
、
駅
か
ら
遠
い
用
地
が
確
保

で
き
た
際
に
は
、
無
料
施
設
と

す
る
方
針
で
進
め
て
い
ま
す
。

土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
撤
去

作
業
を
し
て
み
て
は
（
男
性
・

３６
歳
ほ
か
）

撤
去
す
る
駅
の
曜
日
や
時
間

を
変
更
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

も
工
夫
し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
１
月
か
ら
は
、
放
置
台

数
の
多
い
駅
を
中
心
に
、
平
日

の
午
後
に
も
撤
去
を
始
め
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
７
月
か
ら
は
土

・
日
曜
日
の
撤
去
も
始
め
、
撤

去
台
数
は
平
日
の
二
倍
以
上
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
み
の
効
果
に
よ
っ

て
、
全
体
の
放
置
台
数
は
、
昨

年
と
比
べ
減
少
し
て
い
ま
す
。

駅
周
辺
の
大
型
商
業
施
設
に

は
、
自
転
車
駐
車
場
の
設
置
を

義
務
付
け
る
べ
き
で
は
（
女
性

・
１７
歳
）

都
市
計
画
法
が
規
定
す
る
商

業
地
域
と
近
隣
商
業
地
域
で
、

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の

大
型
店
舗
を
新
築
、
増
築
す
る

場
合
、
市
放
置
自
転
車
防
止
条

例
に
よ
り
、
自
転
車
駐
車
場
の

設
置
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
条
例
で
は
、
鉄
道
事
業

者
な
ど
の
責
務
と
し
て
、
自
転

車
駐
車
場
の
設
置
に
積
極
的
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

定
め
て
お
り
、
今
後
も
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

放
置
さ
れ
や
す
い
場
所
の
地

面
に
、
子
ど
も
の
絵
を
ペ
イ
ン

ト
す
る
な
ど
、
放
置
し
に
く
い

環
境
に
し
て
み
て
は
（
女
性
・

２８
歳
）

子
ど
も
の
絵
を
も
と
に
ス
テ

ッ
カ
ー
を
作
り
、
地
面
に
張
り

付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、

予
算
な
ど
と
と
も
に
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
市
で
は
自
転
車
駐
車

場
の
景
観
を
良
く
し
、
落
書
き

を
防
止
す
る
た
め
、
園
児
の
絵

を
駐
車
場
の
壁
面
に
飾
る
「
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー
ト
」
を
進
め

て
い
ま
す
。
小
阪
駅
前
、
新
石

切
駅
前
な
ど
の
駐
車
場
に
取
り

付
け
を
終
え
、
た
い
へ
ん
効
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
平
成
２０
年

度
ま
で
に
百
枚
ほ
ど
取
り
付
け

る
予
定
で
す
。

そ
の
ほ
か
寄
せ
ら
れ
た
意
見

▽
「
自
転
車
捨
て
場
。
ご
自

由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
」

な
ど
、
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
良
心

を
く
す
ぐ
る
看
板
を
立
て
る（
男

性
・
５８
歳
ほ
か
）

▽
周
知
し
た
上
で
、
放
置
自

転
車
の
タ
イ
ヤ
の
空
気
を
抜
く

（
男
性
・
７３
歳
ほ
か
）

▽
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
う（
年
齢
な
ど
未
記
入
）

▽
地
域
住
民
の
参
加
を
期
待

し
、
特
に
高
齢
者
労
働
力
を
活

用
。
地
域
内
の
監
視
、管
理
、処

置
を
行
う（
年
齢
な
ど
未
記
入
）

法
的
な
問
題
の
整
理
が
必
要

な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
実
施
な
ど
、
現

在
調
査
を
行
っ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

根
本
的
な
解
決
に
は
、
関
係

機
関
、
関
係
者
が
自
ら
の
問
題

と
考
え
、
連
携
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
地
域

の
事
情
に
応
じ
地
元
と
連
絡
会

議
な
ど
を
立
ち
上
げ
、
こ
の
問

題
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇

◇

自
転
車
は
何
よ
り
も
環
境
に

よ
く
、
快
適
で
非
常
に
便
利
な

乗
り
物
で
す
。

ま
ち
と
自
転
車
が
よ
い
関
係

で
あ
る
た
め
に
、
自
分
の
自
転

車
に
そ
れ
ぞ
れ
が
愛
着
を
も
ち
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
自
転
車
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

何度も撤去されて、何度も取りにくる人も。
若江保管所で引き取りを待つ放置自転車

１２
月
１
日
�
、
近
鉄
「
額
田

駅
」
前
に
自
転
車
駐
車
場
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
定
期
利
用
申
込
受
付
期
間

１１
月
２８
日
�
〜
３０
日
�

午
前

７
時
〜
午
後
８
時

◇
申
込
先

額
田
駅
自
転
車

駐
車
場
管
理
室

◇
問
合
先

▽
石
切
駅
自
転

車
駐
車
場

０
７
２（
９
８
７
）

１
０
４
０

▽
�
自
転
車
駐
車

場
整
備
セ
ン
タ
ー

０
６（
６
４

４
９
）
０
９
９
１

▽
交
通
対

策
室額

田
駅
前
が

自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
に

１２
月
１
日
�
か
ら
、
額
田
駅

周
辺
を
、
自
転
車
等
放
置
禁
止

区
域（
地
図
）に
指
定
し
ま
す
。

自
転
車
な
ど
を
駅
周
辺
に
置
く

と
、撤
去
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

放
置
し
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

若
江
岩
田
駅
南
側
の
岩
田
本

通
商
店
街
は
、
い
つ
も
往
来
す

る
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
か
つ
て
は
乱

雑
に
置
か
れ
た
自
転
車
で
、
救

急
車
の
通
行
も
困
難
な
状
態
で

し
た
。

そ
こ
で
平
成
７
年
に
、
地
域

の
自
治
会
、
商
店
街
で
対
策
協

議
会
を
発
足
。
商
店
街
内
に
無

造
作
に
置
か
れ
た
自
転
車
を
整

理
し
、
放
置
し
な
い
よ
う
に
呼

び
か
け
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
昨
年
、
商
店
街
通
り
の

車
道
と
歩
道
を
区
分
す
る
カ
ラ

ー
舗
装
が
完
成
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
清
掃
活
動
も
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
活
動
の
積
み
重

ね
に
よ
っ
て
、�
迷
惑
駐
車
の
な

い
美
し
い
駅
前
を
�
と
い
う
高

ま
り
が
地
域
全
体
に
広
が
り
、

今
年
９
月
、
自
治
会
と
商
店
街

が
運
営
す
る
市
内
で
初
の
有
料

預
か
り
自
転
車
駐
車
場
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

各
種
団
体
か
ら
整
備
の
援
助

を
受
け
実
現
し
た
も
の
で
、
場

所
は
駅
の
す
ぐ
南
側
（
岩
田
町

３
）、駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
二
百
台

で
す
。

「
放
置
自
転
車
を
な
く
し
た

い
と
い
う
地
元
の
思
い
が
開
設

に
至
っ
た
と
思
い
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
後
は
駅
前
が
歩
き
や
す
く

な
っ
た
と
、
歩
行
者
か
ら
も
好

評
を
得
て
い
ま
す
」
と
協
議
会

の
役
員
は
話
し
ま
す
。

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
美
し
く

し
た
い
と
い
う
、
地
元
の
強
い

思
い
が
形
に
な
り
誕
生
し
た
自

転
車
駐
車
場
。
地
域
が
一
体
に

な
っ
た
取
組
み
と
し
て
注
目
さ

れ
ま
す
。

◇問合先 交通対策室 ０６（４３
０９）３２２６、�０６（４３０９）３８３６

今年９月にオープン

額田駅自転車駐車場利用料金表 （円）

定期利用
一時利用

１か月 ３か月

自転車
屋外 １，０００ ２，７００ １００

屋内 １，５００ ４，２００ １５０

ミニバイク
屋外 ２，０００ ５，７００ １５０

屋内 ２，５００ ７，２００ ２００

額
田
駅
有
料
自
転
車
駐
車
場

１２
月
１
日
オ
ー
プ
ン

放置

自転車

四
万
台
、
一
億
円
…

膨
大
な
数
と
費
用

若江岩田駅南側
自治会と商店街の力で

自転車駐車場を開設

あ
な
た
の
マ
ナ
ー
で

住
み
や
す
い
環
境
を

視覚障害者・和田伸也さん

外出をはばむ放置自転車

毎
日
危
険
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
い
る
和
田
さ
ん

（６）第８７１号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成１８年１１月１５日（７）
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国
で
は
１１
月
１２
日
〜
２５
日
を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
」
の
強
化
期
間
と
し
て
、
社
会
に
向
け

た
意
識
啓
発
な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

た
め
の
啓
発
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
、
こ
の
強
化
期

間
に
合
わ
せ
て
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
ゼ
ロ
」
に
向
け

て
の
取
組
み
や
、
相
談
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
暴
力
を
受
け
な
い
、
暴
力
を
起
こ
さ

せ
な
い
、
暴
力
を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
、
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
の
か
い
っ
し
ょ
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

女
性
に
対
す
る
暴
力

女
性
に
対
す
る
暴
力
と
は
、

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
�
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）、
性
犯
罪
、売

買
春
、セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
、
力
の
優
劣
を
背
景
に
、
支

配
を
暴
力
に
転
化
す
る
行
為
の

こ
と
で
す
。

な
ぐ
る
・
蹴
る
な
ど
の
身
体

的
暴
力
（
直
接
的
暴
力
）
だ
け

で
な
く
、
監
視
し
た
り
否
定
的

な
言
葉
を
浴
び
せ
た
り
す
る
心

理
的
脅
迫
、
意
思
に
反
す
る
性

的
行
為
の
強
要
、
生
活
費
を
渡

さ
な
い
な
ど
の
間
接
的
な
暴
力

も
含
み
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
い

ず
れ
も
女
性
の
人
権
・
人
格
を

否
定
し
、
お
と
し
め
る
行
為
と

し
て
、
男
女
が
と
も
に
い
き
い

き
と
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
阻

害
す
る
も
の
で
す
。

Ｄ
Ｖ
の
実
態

平
成
１７
年
に
市
民
を
対
象
に

行
っ
た
「
男
女
共
同
参
画
に
関

す
る
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、

Ｄ
Ｖ
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

【
多
く
の
女
性
が
Ｄ
Ｖ
を
体

験
】四

割
以
上
の
女
性
が
Ｄ
Ｖ
の

体
験
を
し
た
こ
と
が
あ
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
Ｄ
Ｖ
体
験
で
多
い
の

は
「
大
声
で
ど
な
る
」（
二
三

�
）
、「
平
手
で
打
つ
」（
一
六
・

九
�
）
な
ど
で
す
（
表
）。

女
性
が
「
さ
れ
た
」
と
感
じ

る
行
為
と
、
男
性
が
「
し
た
」

と
認
識
す
る
行
為
が
重
な
る
一

方
で
、「
性
的
な
行
為
を
強
要
す

る
」「『
誰
の
お
か
げ
で
生
活
で

き
る
ん
だ
』『
食
わ
せ
て
や
っ
て

い
る
』
と
言
う
」
な
ど
に
つ
い

て
は
、
女
性
と
男
性
で
認
識
に

ず
れ
が
あ
り
ま
す
。

男
性
は「
身
近
な
人
だ
か
ら
、

こ
れ
く
ら
い
な
ら
許
さ
れ
る
だ

ろ
う
」
と
思
い
、
女
性
は
「
自

分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
や
っ
て
い

け
る
」
と
思
う
な
ど
、
こ
の
二

つ
の
意
識
が
暴
力
の
潜
在
化
を

産
み
出
し
、
助
長
し
て
い
く
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

【
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
の
相
談
】

Ｄ
Ｖ
を
さ
れ
た
り
、
し
た
り

し
た
あ
と
、
多
く
の
場
合
二
人

で
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
約
三
割
の
人
が
Ｄ
Ｖ
に
つ

い
て
「
ど
こ
に
も
相
談
し
な
か

っ
た
、
ま
た
、
で
き
な
か
っ
た
」

と
答
え
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
に
、
男
女
と
も
、

「
相
談
す
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は

な
い
と
思
っ
た
」
が
多
く
、
ま

た
、「
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
の

か
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
の
回

答
も
あ
り
ま
し
た
。

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
一
人

で
悩
ん
で
い
る
と
、
暴
力
が
ど

ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
悪

循
環
に
陥
る
場
合
も
多
く
、
少

し
で
も
早
く
周
囲
の
人
に
相
談

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口

【
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

専
用
電
話

０
７
２
・
９
６
０

・
９
２
０
６
】

◇
と
き

▽
年
末
年
始
・
祝

日
を
除
く
火
〜
日
曜
日

午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

▽
金
曜
日

午
後
６
時
〜
９
時

【
府
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

０
６
・
６
７
２
５
・
８
５
１
１
】

◇
と
き

年
末
年
始
を
除
く

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
３０
分

〜
午
後
４
時
３０
分

※
た
だ
し
、
緊
急
一
時
保
護

は
二
十
四
時
間
対
応
し
ま
す
。

【
東
大
阪
子
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
Ｄ
Ｖ
専
用
電
話

０
６
・

６
７
２
１
・
２
０
７
７
】

◇
と
き

年
末
年
始
・
祝
日

を
除
く
月
〜
金
曜
日

午
前
９

時
３０
分
〜
午
後
５
時
３０
分

◇

◇

◇
問
合
先

イ
コ
ー
ラ
ム

（
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

０
７
２（
９
６
０
）９
２
０
１
、

�
０
７
２（
９
６
０
）９
２
０
７

平
成
１７
年
に
市
民
を
対
象

に
行
っ
た
「
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
」

の
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
報
告
書
は
、
今
回
の

女
性
の
人
権
に
関
す
る
意
識

調
査
や
、
男
性
の
生
き
方
、

家
庭
生
活
・
子
育
て
に
つ
い

て
な
ど
の
意
見
を
ま
と
め
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進

し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
資

料
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
イ
コ
ー

ラ
ム
ま
た
は
男
女
共
同
参
画

課
に
置
い
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

男
女
共
同
参

画
課

０
６
（
４
３
０
９
）

３
３
０
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
２
３

「
Ｉ
Ｐ
電
話
に
な
る
と
、

こ
の
電
話
機
は
使
え
な
い
。

当
社
の
電
話
機
に
す
る
と
電

話
料
も
安
く
な
る
」
と
勧
誘

さ
れ
た
個
人
事
業
者
。
契
約

時
に
「
廃
業
す
れ
ば
料
金
は

不
要
に
な
る
」
と
説
明
さ
れ

た
の
に
、
廃
業
し
た
の
で
、

解
約
を
申
し
出
る
と
「
リ
ー

ス
契
約
は
解
約
で
き
な
い
」

な
ど
と
言
わ
れ
る
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
の
個
人
事
業
者

や
、
す
で
に
廃
業
し
た
方
の

住
宅
を
訪
問
し
、
単
に
「
料

金
が
安
く
な
る
」
な
ど
の
セ

ー
ル
ス
ト
ー
ク
だ
け
で
、
新

た
に
負
担
す
る
こ
と
に
な
る

リ
ー
ス
料
の
説
明
を
し
な
い

悪
質
な
ケ
ー
ス
も
起
き
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
リ
ー
ス
契
約

を
事
前
に
防
止
す
る
に
は
次

の
点
に
心
が
け
、
十
分
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
販
売
業
者
の
説
明
を
う

の
み
に
し
な
い

▽
契
約
書
を
よ
く
読
ん
で

契
約
す
る

▽
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
の
内

容
を
他
社
に
確
認
す
る

こ
れ
ま
で
事
業
者
が
「
営

業
の
た
め
、
も
し
く
は
営
業

と
し
て
」
結
ぶ
契
約
は
、
特

定
商
取
引
法
の
適
用
が
な
い

と
さ
れ
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ト

ラ
ブ
ル
の
増
加
を
受
け
、
平

成
１７
年
１２
月
の
経
済
産
業
省

の
通
達
に
よ
り
、
事
業
者
の

名
前
で
電
話
機
な
ど
の
リ
ー

ス
契
約
を
し
て
い
て
も
、
お

も
に
家
庭
で
電
話
機
を
使
っ

て
い
た
り
、
契
約
時
に
廃
業

し
て
い
た
り
す
る
場
合
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

に
ご
注
意
�

〜
緊
急
度
レ

ベ
ル
★
★
★
☆
☆
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

と
と
も
に
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

サ
イ
ト
の
利
用
者
が
年
々
増

加
し
、
そ
れ
に
伴
う
ト
ラ
ブ

ル
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
「
ブ
ラ
ン
ド
バ

ッ
グ
を
落
札
し
た
が
、
偽
物

だ
っ
た
」「
落
札
し
、
出
品
者

の
口
座
に
代
金
を
振
り
込
ん

だ
が
、
出
品
者
と
連
絡
が
つ

か
な
く
な
り
、
商
品
も
届
か

な
い
」
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
が
相

次
い
で
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
わ
な
い
た
め

に
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▽
取
引
す
る
相
手
の
住
所

や
固
定
電
話
な
ど
の
連
絡
先

を
確
認
し
、
事
前
に
連
絡
を

と
る▽

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
サ
イ

ト
評
価
欄
で
出
品
者
の
過
去

の
取
引
状
況
を
確
認
す
る

▽
取
引
状
況
や
相
手
と
の

や
り
取
り
は
印
刷
し
、
振
込

先
の
控
え
な
ど
は
保
存
し
て

お
く▽

取
引
に
は
エ
ス
ク
ロ
ー

サ
ー
ビ
ス
（
商
品
の
引
き
渡

し
と
代
金
の
引
き
換
え
を
行

う
仲
介
サ
ー
ビ
ス
）
な
ど
を

利
用
す
る

ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
は

個
人
間
売
買
が
ほ
と
ん
ど
で
、

相
手
が
信
用
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
自
分
で
判
断
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
便
利
な

反
面
、
リ
ス
ク
を
伴
う
と
い

う
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
契
約

は
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◇

◇

◇
問
合
先

消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

０
７
２（
９
６
５
）

０
１
０
２
、
�
０
７
２
（
９

６
２
）
９
３
８
５

あなたは配偶者やパートナー、恋人との関係において、
次のようなことをしたり、されたことがありますか。 （％）

したことがある

男性
２３．７
７．２
１．２
１．６
１１．３
０．２
３．８
１．８
８．０
０．４
５．６
２７．８
２．２
５５．３

女性
９．４
４．６
１．８
１．５
２．３
１．２
０．７
０．７
８．２
２．６
１．０
７．４
１．１
７７．２

されたことがある

男性
８．７
３．２
１．６
０．０
１．８
０．６
１．０
０．４
５．０
２．０
１．２
７．２
０．４
８２．５

女性
１６．９
１１．７
４．５
７．１
１１．１
１．９
１０．７
３．１
６．４
６．７
１２．６
２３．０
４．８
５６．６

行為

平手で打つ
こぶしでなぐったり、足で蹴る
身体を傷つける可能性のあるものでなぐる
生活費を渡さない
なぐるふりをして、おどす
刃物などを突きつけて、おどす
相手がいやがっているのに性的な行為を強要する
見たくないのに、ポルノビデオやポルノ雑誌を見せる
何を言っても長期間無視し続ける
交友関係や電話を細かく監視する
「誰のおかげで生活できるんだ」「食わせてやっている」と言う
大声でどなる
避妊に協力しない
無回答

１１
月
１２
日
〜
２５
日
は

く
ら
し
の
緊
急
情
報

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す

電
話
機
リ
ー
ス
契
約
の

ト
ラ
ブ
ル
多
発

話話ししてて伝伝わわるるここととががああるる

〜
緊
急
度
レ
ベ
ル
★
★
★
★
☆

作
成
し
ま
し
た

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
」
報
告
書

思
い
や
り

ど
ん
な
時
で
も

わ
す
れ
ず
に

小
学
校
五
年
生
（
人
権
作
品
集
）

（８）第８７１号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年１１月１５日
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結核エックス線検診

とき・ところ �１１月２７日��大�公
民分館 �２８日��長瀬北公民分館 ☆
午後１時３０分～３時 内容 胸部エック
ス線検査、血圧測定、検尿
■申込・問合先 西保健センター

肺がん・結核エックス線検診

とき １２月６日� 午前９時３０分～１０
時３０分 対象 �結核検診�市内在住の
１５歳以上の方 �肺がん検診�市内在住
の４０歳以上の方
■ところ・申込・問合先 中保健セン

ター

骨粗しょう症予防教室

とき １１月２９日� 午後１時～４時
内容 調理実習と学習会「しっかり摂ろ
うカルシウム」 費用 ３５０円 ※エプロ
ン、手ふき、筆記用具を持参。
■ところ・申込・問合先 中保健セン
ター

地区健康相談

とき・ところ �１１月２２日� 午前１０
時～１１時�ももの広場（楠根） �２７日
� 午後１時３０分～３時�大�公民分館
�１２月１日� 午前９時３０分～１０時３０分
�西保健センター ※１１月２２日、１２月１
日は乳幼児のみ。 内容 �乳幼児�身
体計測、育児相談など �老成人�検尿、
血圧測定など
■問合先 西保健センター

ビギナーズクッキング

おおむね３５歳未満の料理初心者（妊婦
も可）を対象に、赤ちゃんを迎えてから
では忙しくて学べないことを理解してお
きましょう。 とき １２月１日� 午前
１０時３０分～午後１時３０分 内容 講話、
調理実習「今から始める料理の基礎」
定員 １８人（申込先着順） 費用 ５００円
※エプロン、手ふき、筆記用具を持参。
■ところ・申込・問合先 西保健セン
ター

子育てサークル
おやこホッとランド

とき １１月１６日� 午前１０時から と
ころ 苗代分教会（下小阪５） 内容
お話「子と親の防災」、身体計測、子育て
相談 対象 ３歳までの乳幼児とその保
護者
■申込・問合先 西保健センター

保健所・センターだより
東�０７２（９８２）２６０３ �０７２（９８６）２１３５
中�０７２（９６５）６４１１ �０７２（９６６）６５２７
西�０６（６７８８）００８５ �０６（６７８８）２９１６

※車での来場はご遠慮ください

チェックしています
食鳥肉の安全性

市では食鳥肉（鶏肉など）の安全性を
確保するため、獣医師の資格を持った検
査員が、生鳥から食鳥肉になるまでの状
態をチェックしています。サルモネラ、
カンピロバクターなどの細菌検査を行っ
ているほか、市内の鶏肉店などを巡回し、
食鳥肉の取扱いや衛生管理の監視指導も
行っています。

細菌は加熱により死滅します。食鳥肉
は十分に加熱し、生食はやめましょう。
■問合先 食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、
�０７２（９６０）３８０７

ふぐの素人調理は
絶対にやめましょう

ふぐの毒は目で見ることができず、加
熱してもなくなりません。ふぐ中毒は、
呼吸困難を起こし、高い確率で死亡する
とても怖いものです。毒力は青酸カリの
約１，０００倍といわれています。
ふぐを提供するには「ふぐ販売営業」

の許可と「ふぐの調理資格（ふぐ取扱登
録者）」の資格が必要です。釣ってきたふ
ぐの素人調理は絶対にやめましょう。
市では、来年２月までを「ふぐ販売営

業一斉取締り期間」として、監視指導を
強化します。
■問合先 食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、
�０７２（９６０）３８０７

助成期間を延長
特定不妊治療費助成事業

市では、特定不妊治療（体外受精・顕
微授精）を受けた夫婦に対して、治療費
を助成していますが、助成期間を２年間
から５年間に延長することになりました。
今年度の対象は、平成１８年４月１日以

降に終了した治療です。申請は１１月１日
�から受付を開始しています。くわしく
は、お問合せください。
■申請・問合先 健康づくり課 ０７２

（９６０）３８０２、�０７２（９６０）３８０９

プレパパ・プレママ教室

とき １２月２０日� 午後１時３０分から
内容 妊婦体験、赤ちゃんのお風呂の入
れ方など 対象・定員 妊婦とそのパー
トナー・１０組（申込先着順）
■ところ・申込・問合先 中保健セン

ター

子どもは思いもよらない行動をとる
ことがあります。子どもから目を離し
ても大丈夫な環境をつくりましょう。
【ちょっとしたことが事故に】
０歳児の事故で多く発生しているの

が、ふかふかの布団やよだれかけのひ
もなどによる窒息です。
子どもの口には直径３９�未満のもの

なら入るため、タバコなどの誤飲や、
浴槽などで１０	の水深があれば、おぼ

れることもあり、たいへん危険です。ほ
かにも、電気ポットやホットカーペット
などによるヤケド、階段やベビーベッド、
ベランダなどからの転落でケガを負うこ
ともあります。
子どもは大人に比べ２分の１の視野し

かなく、交通事故への注意も必要です。
【子どもの視線で気配りを】
ちょっとした気配りで子どもの事故の

大半は防げます。「うちの子は大丈夫」と

思わず、危険なところがないか子ども
の視線で周囲を改めてチェックしまし
ょう。

◇ ◇
日本中毒情報センターでは、タバコ

や医薬品などの化学物質や、動植物の
毒による急性中毒の相談を、次の番号
で受け付けています。 �大阪中毒１１０
番�０７２（７２７）２４９９ �たばこ専用�
０７２（７２６）９９２２ ※ともに２４時間、３６５
日対応。そのほか、異物誤飲や食中毒
などは保健所・センターに相談してく
ださい。
また各保健センターでは、日常生活

の中に潜んでいる危険などを示した「事
故予防コーナー」を設けていますので、
ぜひ、ご覧ください。
■問合先 健康づくり課 ０７２（９６０）

３８０２、�０７２（９６０）３８０９
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自然素材でつくろう�

【クリスマスリース作り】
とき １２月９日� 午前１０時から 講
師 生駒ネイチャークラフトクラブ 定
員 ３０人（抽選） 費用 ５００円 申込方
法 １２月２日�までに電話で
【わらで作る正月かざり】
とき １２月１０日� 午前１０時から 講
師 ひらおかネイチャークラブ 定員
４０人（抽選） 費用 ３００円 申込方法
１２月３日�までに電話で

◇ ◇
■ところ・申込・問合先 グリーンガ

ーデンひらおか ０７２（９８２）９９２０、�０７２
（９８２）９９２１

ものづくり教室

牛乳パックなど身近な材料を使って、
クリスマス飾りを作りませんか。 とき
１２月９日� 午後１時３０分～３時３０分
（受付は３０分前から） 対象・定員 ４
歳以上の方・３０人（当日先着順） 費用
１００円
【臨時休館のお知らせ】
機器の点検とプラネタリウムソフト入

れ替えのため、１２月５日�、６日�は臨
時休館します。プラネタリウムは８日�
まで休止し、９日�から冬番組「星空た
んけん～望遠鏡で星を見よう」を投影し
ます。

◇ ◇
■問合先 ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、
�０７２（９６２）０８１０

リズム体操教室

毎月３回実施しています。無料体験も
できます。 とき・ところ �火曜日
午前１０時３０分～１１時３０分�市民ふれあい
ホール �木曜日 午後７時～８時、土
曜日 午前１０時～１１時１５分�東体育館
対象 女性の方 ※子ども連れでの参加
はできません。 費用 月２，０００円（年間
登録費１，０００円が別途必要） ※運動ので
きる服装で、上靴を持参。 申込方法
各会場で直接 ※負傷者には応急処置を
しますが、以後の責任は負いません。
■問合先 東体育館 ０７２（９８２）１３８１、

�０７２（９８２）２７６８

親業を学んで
親子の関係づくりを�

親子のコミュニケーションのとり方を
学びませんか。 とき １２月１８日� 午
前１０時～正午 ところ 市民会館３階大
集会室 講師 日本教育カウンセラー協
会 小野澤みさをさん 申込方法 １１月
１５日�から電話で
■申込・問合先 社会福祉協議会 ０６
（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）２９２４

ふれあい生花教室

とき １２月１７日� �午前９時～正午
い

�午後１時～４時 内容 若松の挿け方
講師 川端仙太郎さん 対象・定員 市
内在住、在勤の方・各６人（申込先着順）
費用 ３，０００円 申込方法 １２月３日�か
ら、費用を添えて直接持参 ※駐車場は
利用できません。
■ところ・申込・問合先 グリーンパ
ル（中鴻池）０６（６７４７）１５９２、�０６（６７４４）
２７４８

スポーツエリア花園クラブ
キッズテニス・ラグビー教室

【キッズテニススクール】
とき 毎週金曜日 午後３時４５分～５
時 対象 市内または八尾市、柏原市に
在住、在学の来年度小学校に進学する５
歳児～小学校３年生
【ラグビースクール】
とき 毎週土曜日 午後２時～３時３０
分 対象 市内または八尾市、柏原市に
在住、在学の来年度小学校に進学する５
歳児～小学校６年生

◇ ◇
ところ 花園ラグビー場人工芝グラウ

ンド 費用 年会費１，５００円、月会費２，０００
円 ※会場、講師の都合により日程の変
更または休校することがあります。 ※
フットサルなどができる人工芝グラウン
ドの貸出しをしています。 ※クラブ運
営ボランティア（高校卒以上の方）を募
集しています。
■申込・問合先 �スポーツエリア花
園クラブ クラブハウス（ラグビー場南
側） ０７２（９６２）８８８９（月曜日の午前１０
時～午後１時、金曜日の午後１時～３時
３０分）） �クラブマネージャー「梶田」
０９０（２３８０）６２２６
■問合先 青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

ボランティア・あいあいサロン

とき １１月２５日� 午後２時～４時
ところ 五条老人センター 内容 「音
楽療法～心の底からの笑顔を求めて」
大阪音楽療法研究所所長 原谷千穂さん
定員 ６０人（申込先着順） ※手話通訳、
要約筆記が必要な方は申し込んでくださ
い。 ※ボランティア活動やイベントな
どの情報も提供。
■申込・問合先 市民福祉活動センタ

ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）５６１１

体験学習
綿くり・綿うち・糸つむぎ

新田会所で栽培・収穫した綿を使い、
種を取り除く「綿くり」、綿から糸を作る
「糸つむぎ」の体験などを行います。
とき １１月１８日� 午前１０時～午後３時
※入館料（大人３００円、小・中学生２００円）
が必要。ただし、小・中学生は午前中の
入館無料。 ※駐車場はありません。
■ところ・問合先 鴻池新田会所 ０６

（６７４５）６４０９、�０６（６７４４）７４９８

見学に来ませんか
ユニバーサルデザイン実習棟

ユニバーサルデザイン（だれもが利用
しやすい仕様）普及をめざし、実習棟が
完成しました。実習棟をぜひ見学しませ
んか。 とき １１月２５日� 午後１時～
３時 ※入場は午後１時３０分まで。 定
員 ５０人（当日先着順）
■ところ・問合先 府立城東工科高等

学校 ０６（６７４５）００５１、�０６（６７４５）６２２１

東大阪アリーナのお知らせ

１１月２３日	～２５日�は、水泳大会開催
のため、終日プールの一般利用はできま
せん。
■問合先 東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

市税の納付は便利な口座振替を

市税の納付には、便利な口座振替をご
利用ください。手続きは、預金口座のあ
る金融機関、郵便局で行うことができま
す。通帳、通帳印、納税通知書を持参の
うえ手続きをしてください。
■問合先 納税課 ０６（４３０９）３１４７、

�０６（４３０９）３８０８

保育所（園）入所希望者へ
１１月３０日�までに申込を

平成１９年度の保育所（園）の入所申込
を１１月３０日まで受付しています。希望者
は早急に申し込んでください。
なお、今年４月２日以降来年２月３日

生まれまでの０歳児については、来年２
月１９日�まで受付しますが、１０月までに
生まれたお子さんは１１月３０日までに、１１
月生まれは１２月２９日�までに、１２月生ま
れは来年１月３１日�までに、できるだけ
申込をしてください。
■申込・問合先 東・中・西福祉事務

所子育て支援係 �東�０７２（９８８）６６１９、
�０７２（９８８）６６２０ �中�０７２（９６０）９２７４、
�０７２（９６０）９２７８ �西�０６（６７８４）７９８２、
�０６（６７８４）７６７７

費用の一部を補助
わが家の耐震診断

自宅の耐震診断を受ける方に、技術者
の紹介や費用の一部補助を行います。
対象建築物 昭和５６年５月３１日以前に建
てられ、現在居住している自己所有の住
宅 補助限度額 １戸２万５，０００円 申込
方法 １１月３０日
までに電話で
■申込・問合先 指導監察課 ０６（４３０９）

３２４５、�０６（４３０９）３８３４

ディーゼル車買い替え緊急融資

自動車NOＸ・ＰＭ法の規制実施に伴い、
ディーゼル車を、基準適合車に買い替え
る事業者に、保証料の一部を補助します。
融資対象 乗用車を除くディーゼル車を
買い替え（新車に限る） 対象 府内の
同一場所で同一事業を引き続き１年以上
営んでいる中小企業者 融資限度額
３，０００万円 ※事業者負担の保証料４．５％
のうち、１．５％を超える部分を補助。 ※
申込方法や期限など、くわしくはお問い
合わせください。
■問合先 大阪府交通環境課 ０６（６９４１）

０３５１、�０６（６９４１）５７７８

法 律
弁護士が相談に応じます。
【本庁市民相談室】１週間前から電話

で受付 ０６（４３０９）３１０４ �月・水・金曜
午後１時～４時、第２火曜午後５時～８
時（申込先着１６人）
【巡回法律相談・各行政サービスセン

ター】 １週間前から電話で受付 ０６
（４３０９）３１０４ �日下�奇数月の第１木曜
�四条�第１・３火曜 �中鴻池�偶数
月の第１木曜 �若江岩田駅前�毎月第
２・４火曜 �楠根�偶数月の第３木曜
�布施駅前�第２・４木曜 �近江堂�
奇数月の第３木曜 ※いずれも午後１時
～４時（申込先着８人）
人 権 法 律
【荒本・長瀬人権文化センター】 �

荒本�第２火曜 ０６（６７８８）７４２４ �長瀬

�第４火曜 ０６（６７２０）１７０１ ※いずれも
午後１時～４時で、予約制
中 小 企 業
【中小企業振興会】 �ＩＳＯに関す

る相談�第４火曜 �店舗デザイン相談
�第４水曜 ※いずれも午後１時３０分～
４時で、予約制 ０６（４３０９）２３０１
パート・労働問題の相談
職業紹介・あっ旋は行いません。
【労働雇用政策室】 月～金曜午前９

時～午後４時 ０６（４３０９）３１７９
【ユトリート東大阪】 月・水・金曜午

前１０時～午後５時 ０６（６７２１）６０００
就職にお困りの方の雇用・就労相談
働く意欲があるのに、さまざまな要因
により就職が困難な方の相談に応じます。
職業紹介・あっ旋は行いません。
【就労支援センター】 �永和�０６（６７８８）
４５８０ �意岐部�０６（６７８４）５８１１ �長瀬
�０６（６７２７）１９２０ ※いずれも月～金曜の
午前１０時～午後４時
よ み か き
よみかきに不自由している方の相談に
応じます。月～金曜午前９時～午後５時

３０分 ０６（４３０９）３２７９（社会教育課）
女性のための相談
【男女共同参画センター】 �面接相
談（予約制）�火・水・土曜（５週目はなし）
午前１０時～正午、午後１時～４時、第４火
曜午後６時～９時 ０７２（９６０）９２０５ �電
話相談�火～日曜午前１０時～午後４時、
金曜午後６時～９時 ０７２（９６０）９２０６
教育・子育て相談など
【教育相談・教育センター内】 月～

金・第１土曜（１・５月は第２土曜）午
前９時～午後５時３０分で、予約制 ０６（６
７２７）０１１３
【すこやかテレホン】 �月・火・木
・金曜午後５時～８時 �日曜、祝日午
前９時～午後５時 ０６（６７２１）９１７４
【子どもの悩み相談室・電話相談】
月～土曜午前９時～午後５時１５分（土曜
は正午まで）０６（６７８２）７８６７
【いじめ１１０番】 月～土曜午前９時～
午後５時１５分（土曜は正午まで）０６（６７
３２）０１１０
【鴻池・長瀬・荒本子育て支援センタ
ー】 �来所相談�月曜（鴻池）、水曜（長

瀬）、木曜（荒本）午前９時３０分～午後４時
（予約制） �電話相談�月～土曜午前９
時３０分～午後６時 ０６（６７４８）８２５２（鴻池）、
０６（６７２８）１８００（長瀬）、０６（６７８８）１０５５（荒本）
【子育て相談ダイヤル（休日・夜間専
用）】 ０７２（９６１）０１７８ �平日�午後５
時３０分～翌日午前９時 �土・日曜日、
祝日�２４時間
消 費 生 活
月～金曜午前９時３０分～午後５時（電

話相談は午後４時までで、来所時は事前
に電話を） ０７２（９６５）０１０２（消費生活セ
ンター）
交 通 事 故
月・火・水・金曜午前１０時～午後４時

（予約制）０６（４３０９）３２２３（交通対策室）
医 療
【地域健康企画課】 医療機関利用の
ための相談に応じます。 月～金曜午前
１０時～午後４時 ０７２（９６０）３８０１
【市立総合病院産婦人科】 女性の健

康上の悩みに応じます。 毎週水曜日（祝
・休日を除く）午後１時～４時３０分（１
人３０分以内）で予約制 ０６（６７８１）５１０１

※いずれも無料
※祝日・休日は行いません

（すこやかテレホンを除く）

定定 例例 相相 談談

（１０）第８７１号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年１１月１５日
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相 談 相 談 

募 集 募 集 

催 し 催 し 

行政書士による無料相談

とき １２月５日� 午後１時～４時（予
約不要で、受付は午後３時３０分まで）
内容 遺言、相続、内容証明や各種契約
書の作成、建築業などの許・認可申請、
外国人の帰化、会社設立など
■ところ・問合先 市政情報相談課

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１

１級建築士による建築相談

とき １１月２１日� 午後１時～４時
ところ 市役所１階相談室 内容 建替
え、耐震、アスベスト、リフォーム、シ
ックハウス、欠陥住宅など
■問合先 ��大阪建築士事務所協会
第２支部 ０６（６７２１）９１４４ �指導監察
課 ０６（４３０９）３２４５、�０６（４３０９）３８３４

女性のための
就業カウンセリング

現在働いている方や学生、再就職や起
業したい方を対象に、仕事や働き方の悩
みにカウンセラーが応じます。仕事のあ
っ旋はしません。 とき １１月３０日�、
１２月７日�、２１日�、来年１月１１日�、
２５日� ※面談（４０分）は午後４時から６
時２０分までで、希望者には適性検査（３０分）
を実施。 定員 各３人（申込先着順）
※１歳６か月～就学前幼児の保育あり（１
人２００円で、１週間前までに要予約）。
■ところ・申込・問合先 イコーラム

（男女共同参画センター） ０７２（９６０）
９２０１、�０７２（９６０）９２０７

防火標語

対象 市内在住、在勤の方 応募方法
ハガキ（封書）に作品と住所、氏名（ふり
がなも）、年齢、電話番号（市内在勤の方
は、事業所名と所在地、電話番号も）を
書いて、１２月２２日�（必着）までに郵送
※１人１０点までで、未発表の作品に限る。
■応募・問合先 〒５７７・００３６御厨栄町

３―１―４１ 消防局予防広報課 ０６（６７８８）
７６７４、�０６（６７８１）３５６２

市立総合病院嘱託看護師

対象 ４５歳以下の方 募集人数 １０人
程度 勤務日数 ４週間につき１８日の勤
務 ※夜勤できる方歓迎。
■応募・問合先 市立総合病院看護部

０６（６７８１）５１０１、�０６（６７８１）２２７１

パート調理員・配膳員の登録者

市立小学校で働くパート調理員・配膳
員の登録者を募集します。 対象 原則
として４０歳以下の方 勤務時間 �調理
員�午前８時３０分～午後３時１５分 �配
膳員�原則として午前１０時３０分～午後２
時３０分 ※雇用期間は最長で来年３月ま
でです。 登録方法 履歴書に希望職種
（併願可）を書いて、郵送
■登録・問合先 〒５７７・８５２１市役所学
校給食課 ０６（４３０９）３２７６、�０６（４３０９）
３８６７

健康づくりうんどう指導員

来年１月から毎月１回、久宝寺緑地で
高齢者向けのうんどう教室が始まります。
教室の開催にあたり、運営者を募集しま
す。 定員 ２０人（抽選） 申込期間
１１月１日�～３０日� 申込方法 申込用
紙に必要事項を書いて、直接持参または
ファクス ※指導員養成講座あり。 ※
１２月１６日�に申込者説明会を開催。
■申込用紙配布・申込・問合先 久宝

寺緑地管理事務所 ０７２（９９２）２４８９、�
０７２（９２４）９６６４

おとなが楽しむ
おはなし会

とき １１月２１日� 午前１０時３０分～正
午 内容 「花さき山」「あめかいゆうれ
い」など 東大阪おはなしの会ねっこぼ
っこ
■ところ・問合先 花園図書館 ０７２

（９６５）７７００、�０７２（９６５）９２１２

ウィークエンドギャラリー

中石切町老人クラブによる絵画展をし
ます。 とき １１月２５日�、２６日	 午
前１０時～午後５時
■ところ・問合先 ゆうゆうプラザ（日
下） ０７２（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

ボランティア基金
チャリティーコンサート

胡弓と洋楽ユニットによるコンサート
を行います。 とき １２月２３日
 午後
２時開演（開場は午後１時） ところ
市民会館市民ホール ※未就学児の入場
はご遠慮ください。 出演 日本胡弓奏
者 木場大輔さん 前売入場券 �一般
�１，８００円 �割引（高校生以下、障害者
とその介護者）�８００円 ※いずれも当日
券は２００円増し。 ※障害者は障害者手帳
などを提示。 ※前売券は、市民福祉活
動センター、高齢者サービスセンター、
五条老人センター、高井田老人センター、
楠根デイサービスセンター、玉串保育園
で発売。 ※収益金は、ボランティア育
成事業などに活用します。
■問合先 市民福祉活動センター ０６

（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）５６１１

国際交流パーティー

留学生などの外国籍の方が集まる交流
の場に参加しませんか。国際・民族色豊
かな歌や演奏、ゲームなど多彩な催しを
行います。 とき １２月１０日	 午後６
時～８時 ところ クレアホール・ふせ
（布施北側商店街内） 対象 市内在住、
在勤、在学の方 費用 �学生（小学生
以上）�２，０００円 �大人�３，０００円 ※
プレゼント交換をしますので、５００円程度
のプレゼントに簡単なメッセージを添え
て持参。 申込方法 参加者全員の住所、
氏名、電話番号、学生と大人の区分を、
１２月１日�までに電話またはファクス、
Ｅメールで
■申込・問合先 文化国際課 ０６（４３０９）

３１５５、�０６（４３０９）３８２３、Ｅメール bu
nkoku@city.higashiosaka.osaka.jp

育てよう青少年の若い芽を
やまなみヤングフェスタ

とき １１月１９日	 午後０時３０分～４
時 内容 日新・池島・枚岡樟風高校の
生徒による軽音楽、バンド演奏、演劇な
ど 定員 １２０人（当日先着順）
■ところ・問合先 やまなみプラザ（四
条） ０７２（９８８）３１１３、�０７２（９８８）３１０７

ビデオな１日

両親を失った孤独な少女が、花園を蘇
生させ、周囲の人々と共に生きる喜びを
取り戻す姿を描いた作品「秘密の花園」
（日本語字幕あり）を上映します。 と
き １１月１５日� 午後７時から 定員
４０人（当日先着順） ※１歳６か月～就
学前幼児の保育あり（１人２００円で、１１月
１２日	までに要予約・定員８人）。
■ところ・問合先 イコーラム（男女

共同参画センター） ０７２（９６０）９２０１、
�０７２（９６０）９２０７

グリーンシアター

とき・内容 １２月２日� �午前１０時
から�「ライムライト」 �午後１時から
�「赤毛のアン」 定員 各４０人（申込
先着順） 申込方法 当日までに電話で
■ところ・申込・問合先 グリーンガ

ーデンひらおか ０７２（９８２）９９２０、�０７２
（９８２）９９２１

第７７回市民劇場
影絵「星の王子さま」

とき 来年１月２８日	 午後１時３０分
から（開場は３０分前） 前売入場券 １，０００
円 ※全席自由席で、当日券は３００円増
し。 ※前売券は、市民会館、�施設利
用サービス協会（旭町庁舎内）、チケット
ぴあで、１１月２０日�から発売。 ※車で
の来場はご遠慮ください。
■ところ・問合先 市民会館 ０６（６７２２）

９００１、�０６（６７２２）９００７

わが街再発見
額田・豊浦地域の石造物探訪

街角にひっそりと建つ道しるべ。「石が
語りかける」何かを感じに訪れませんか。
とき １１月２６日	（小雨決行） ☆午前
９時３０分に近鉄「額田駅」難波行改札口
前集合、「新石切駅」前で解散 コース
豊浦橋（昼食）―枚岡神社―中村代官屋
敷跡―額田戎神社 ※弁当、飲み物、雨
具を持参。
■問合先 ゆうゆうプラザ（日下）

０７２（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

クリスマスコンサート

とき １２月１０日	 午後２時～３時３０
分 内容 岩井ゆき子さんのピアノ・ボ
ーカルユニットによる「踊りだしたくな
るリズム」 定員 ２００人（当日先着順）
※車での来場はご遠慮ください。
■ところ・問合先 グリーンパル（中

鴻池） ０６（６７４７）１５９２、�０６（６７４４）２７４８

東大阪高等職業技術専門校
見 学 会

機械科、金属加工科、電気施工科、自
動車整備科の見学会を行います。 とき
�１１月２３日
 午前１０時から、午後１時
３０分から �１２月２０日� 午後１時３０分
から ※申込不要。
【訓練体験】
とき 来年１月１７日� 午後１時３０分

～３時１０分 定員 各科１０人（申込先着
順） 申込方法 電話、直接または府能
力開発課のホームページ（http���www.
pref.osaka.jp�nokai�）で

◇ ◇
■申込・問合先 府立東大阪高等職業

技術専門校 ０７２（９６４）８８３６、�０７２（９６４）
８９０４

桂小米朝さん（写真）による講演会
を行います。 とき １２月１５日� 午
後６時３０分から（開場は３０分前） 定
員 １５０人（抽選） 申込方法 往復ハ
ガキ（１人１枚）に行事名、住所・氏
名（返信用も）、電話番号を書いて、１１
月２４日�（必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７７・

０８３２長瀬町３―４―３ 長瀬人権文化センタ
ー ０６（６７２０）１７０１、�０６（６７２９）９１７１

【生花教室】
とき 来年１月１７日�、３１日�、２

月７日�、２１日� 午後１時～２時（計
４日間） ※３月２３日�にくじらまつ
り発表作品を作成。 講師 鷺森好風
さん 定員 １５人（抽選） 費用 初
日に９，０００円（教材費含む） ※水盤、
剣山、花はさみ、包装紙を持参。
【楽しい実用書道教室】
とき 来年１～３月の第２・４日曜

日（３月は第２・３日曜日） 午前９
時３０分～正午（計６日間） 講師 今
西雅芳さん 定員 ３０人（抽選） 費
用 初日に５，５００円（教材費含む） ※
書道道具一式を持参。

【パッチワーク教室】
とき 来年１～３月の第１・３金曜

日 午前９時～１１時（計６日間） 講
師 本多貞代さん 定員 １２人（抽選）
※初心者歓迎。 費用 初日に３，０００円
（別途、教材費１，５００円が必要） ※裁
縫道具一式を持参。

◇ ◇
対象 市内在住の成人 申込方法

往復ハガキに教室名、住所、氏名、年
齢、性別、電話番号を書いて、１２月５
日�（必着）までに郵送
■ところ・申込・問合先 〒５７９・

８００３日下町３―１―７ ゆうゆうプラザ（日
下） ０７２（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

人人権権週週間間記記念念講講演演会会
ははぐぐささ市市民民劇劇場場

ゆ う ゆ う 教 室

平成１８年１１月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第８７１号（１１）
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シンクロ姉妹

「
世
界
の
大
会
に
出
場
し
て
、

観
て
い
る
人
を
感
動
さ
せ
る
演

技
を
し
た
い
」
と
夢
を
語
っ
て

く
れ
た
の
は
、
先
日
、
体
育
の

日
の
表
彰
を
受
け
た
加
島
文
葉

さ
ん
、
知
葉
さ
ん
姉
妹
。

文
葉
さ
ん
は
、
第
二
十
九
回

全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
夏
季
水
泳
競
技

大
会
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス

イ
ミ
ン
グ
チ
ー
ム
第
一
位
（
１３

〜
１５
歳
の
部
）。
知
葉
さ
ん
は
、

同
大
会
デ
ュ
エ
ッ
ト
第
一
位（
１０

〜
１２
歳
の
部
）
と
い
う
素
晴
ら

し
い
成
績
を
も
つ
シ
ン
ク
ロ
姉

妹
で
す
。

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ

ン
グ
を
始
め
た
の
は
、
姉
の
文

葉
さ
ん
が
七
歳
の
と
き
、
父
の

勧
め
で
体
験
教
室
に
参
加
し
た

の
が
き
っ
か
け
。
妹
の
知
葉
さ

ん
は
そ
れ
か
ら
一
年
後
に
、
姉

の
文
葉
さ
ん
が
練
習
し
て
い
る

姿
を
見
て
「
姉
の
よ
う
に
楽
し

そ
う
に
水
中
で
舞
い
た
い
」
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
同
じ
ク
ラ

ブ
に
通
い
始
め
ま
し
た
。

週
六
日
の
厳
し
い
練
習
を
今

ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の

は
、「
仲
間
た
ち
と
何
回
も
何
回

も
練
習
を
繰
り
返
し
、
演
技
が

ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
と
き
の

感
動
が
最
高
に
う
れ
し
い
か
ら
」

と
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
語
る
文

葉
さ
ん
。で
も
、練
習
の
厳
し
さ

に
耐
え
ら
れ
ず
泣
き
出
し
た
こ

と
も
。
お
母
さ
ん
が
、「
ふ
う
ち

ゃ
ん
行
く
の
や
め
よ
う
か
」
と

尋
ね
る
と
、
し
ば
ら
く
し
た
後

「
行
く
ー
」
と
持
ち
前
の
負
け

ん
気
で
乗
り
越
え
た
そ
う
で
す
。

「
辛
い
こ
と
も
あ
る
け
ど
、

一
度
も
や
め
た
い
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
力
強
く

話
す
姉
妹
。

二
人
と
も
仲
が
良
く
、
演
技

中
に
見
せ
る
真
剣
な
表
情
と
は

違
い
、
茶
目
っ
け
た
っ
ぷ
り
に

話
す
な
ど
、
か
わ
い
い
少
女
の

一
面
も
の
ぞ
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。世

界
の
舞
台
�
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
�
へ
出
場
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
姉
妹
で
励
ま
し
合
い
な
が

ら
、
今
日
も
練
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

体育の日の表彰を受けた加島姉妹

�姉の文葉さん（１３
歳・左） �妹の知葉
さん（１１歳・中央）
観客を魅了する見事
な演技です

１１
月
１
日
か
ら
自
動
交
付

機
で
「
市
民
税
・
府
民
税
証

明
書
」
の
交
付
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
２
月
に
市
役
所
一
階

と
三
か
所
の
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
四
条
、
若
江
岩
田

駅
前
、
布
施
駅
前
）
に
設
置

し
た
自
動
交
付
機
で
、
住
民

票
の
写
し
や
戸
籍
証
明
書
な

ど
の
交
付
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
新
た
に
市
民
税

・
府
民
税
証
明
書
（
最
新
年

度
の
証
明
）
の
発
行
も
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

自
動
交
付
機
を
利
用
す
る

に
は
、
カ
ー
ド
（
印
鑑
登
録

証
、
市
民
カ
ー
ド
は
無
料
。

住
基
カ
ー
ド
は
五
百
円
）
が

必
要
で
す
。
す
で
に
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
方
で
も
、
再

度
利
用
登
録
（
暗
証
番
号
登

録
・
無
料
）
の
手
続
き
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
市
民
課
ま

た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。窓

口
で
の
待
ち
時
間
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
、
平
日
の

時
間
外
や
土
・
日
曜
日
、
祝

日
に
も
発
行
が
で
き
る
自
動

交
付
機
を
ぜ
ひ
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

◇
問
合
先

▽
税
に
つ
い

て
�
市
民
税
課
０
６（
４
３

０
９
）
３
１
３
５
、
�
０
６

（
４
３
０
９
）
３
８
０
９

▽
カ
ー
ド
に
つ
い
て
�
市
民

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
４
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
３

１０
月
２２
日
、
花
園
中
央
公

園
で
東
大
阪
市
民
健
康
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
�
健
康
�

に
つ
い
て
の
知
識
を
高
め
て

も
ら
お
う
と
毎
年
実
施
し
て

い
る
こ
の
ま
つ
り
も
今
年
で

十
四
回
目
。
会
場
に
は
お
よ

そ
十
万
六
千
人
が
訪
れ
、
さ

わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し

た
。ト

ラ
イ
ス
タ
ジ
ア
ム
（
多

目
的
球
技
広
場
）
で
は
、
ふ

れ
あ
い
駅
伝
や
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ラ
ソ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

子
ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で

多
く
の
市
民
が
参
加
。
沿
道

か
ら
の
熱
い
声
援
を
受
け
て

い
ま
し
た
。

ま
た
、
多
目
的
芝
生
広
場

で
は
、
た
く
さ
ん
の
親
子
連

れ
が
手
作
り
の
凧
を
揚
げ
た

り
、
竹
馬
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
り
す
る
な
ど
、
体
を
動
か

す
楽
し
さ
を
体
感
。

晴
天
に
恵
ま
れ
た
秋
空
の

も
と
、
訪
れ
た
市
民
に
と
っ

て
、
あ
ら
た
め
て
健
康
の
す

ば
ら
し
さ
に
ふ
れ
る
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

�
ち
び
っ
こ
た
ち
が
か
っ
こ
よ

く
く
す
の
き
太
鼓
を
演
奏

�

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、

た
く
さ
ん
の
親
子
連
れ
が
参
加

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
優
秀
な
成
績

自自
動動
交交
付付
機機
がが
ささ
らら
にに
便便
利利
にに
��

ふ
み

よ

加
島

文
葉
さ
ん
（
盾
津
中
学
校
一
年
生
）

と
も

よ

知
葉
さ
ん
（
成
和
小
学
校
六
年
生
）

市市
・・
府府
民民
税税
証証
明明
書書
もも
発発
行行

わだい

楽
し
く
健
康
に
�

東
大
阪
市
民
健
康
ま
つ
り

（１２）第８７１号東 大 阪 市 政 だ よ り平成１８年１１月１５日


